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Ⅰ 和光市における男女共同参画の状況 

社会参画 

１ 政治への参画 

  【市議会における議員の状況】 

  平成 17 年 4 月 1 日現在において、市議会議員全体 22 名に占める女性議員の数は、9 人で全体の 40.9％で

ある。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２ 審議会等への参画 

  【市審議会等における委員の状況】 

  平成 17 年 4 月 1 日現在において、市審議会等における女性委員の割合は 42.3％を占めている。平成 13 年

度の 31.1%に比べ、約 10％増加している。 
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議員総数(人) 26 26 25 24 22

女性議員数(人) 3 5 6 8 9

男性議員数(人) 23 21 19 16 13

女性委員比率(％) 11.5 19.2 24.0 33.3 40.9 
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審議会委員総数 219 205 384 358 350

女性委員数 68 63 142 150 148

男性委員数 151 142 242 208 202

女性委員比率 31.1 30.7 37.0 41.9 42.3 
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３ 市職員の構成 

  【市職員の状況】 

  平成 17 年 4 月 1 日現在において、全体で 408 人、男女の構成は、女性 154 人、男性 254 人となっている。こ

れまでの市職員全体に占める女性の割合は、ほぼ横ばいとなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   【指導的立場(課長級、課長補佐級、主査級以上)の職員の状況】 

   平成 17 年 4 月 1 日現在において、全体で 232 人、男女の構成は、女性 61 人、男性 171 人となっている。

指導的立場にある女性の割合は、26.3％となっている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

指導的立場(課長級、課長補佐級、主査級)の職員の状況
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指導的立場にいる職員数 212 218 235 240 232

うち女性職員数 55 57 60 62 61
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職員総数 414 411 417 415 408

女性職員数 149 145 148 150 154

男性職員数 265 266 269 265 254

女性職員比率 36.0 35.3 35.5 36.1 37.7 
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家庭生活 

１ 人口と世帯 

  【年代別男女別人口】 

  平成 18 年 1 月１日現在において、人口 74,314 人、うち女性 35,843 人、男性 38,471 人となっている。世帯数

は、33,882 世帯となっており、人口、世帯数とも毎年増加している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 人口動態 

  【合計特殊出生率の推移】 

和光市の合計特殊出生率は、毎年、県よりも少し高めであるが、国と比較するとほぼ横ばいである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年代別男女別人口
(平成18年1月1日現在)
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３ 結婚・離婚 

【婚姻率の推移】 

和光市の婚姻率は、国・県と比較すると約 2%ほど高い。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【離婚率の推移】 

和光市の離婚率は、国・県と比較すると若干低くなっている。 
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中学校管理職教員の状況
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男性管理職教員数

教育 

１ 小・中学校の状況 

  【小・中学校の教員の状況】 

  小学校の教員は、全体で 184 人であり、女性 126 人(小学校教員全体の約 68％)、男性 58 人(小学校教員

全体の約 32％)となっており、女性の教員が男性の教員の約 2 倍となっている。 

  中学校の教員は、全体で 79 人であり、女性 39 人(中学校教員全体の約 49.％) 、男性 40 人(中学校教員全

体の約 51％)となっており、女性の教員と男性の教員は、ほぼ同数となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 【小・中学校管理職教員の状況】 

  小学校の管理職教員は、全体で 16 人であり、女性 2 人(小学校管理職教員全体の約 13％)、男性 14 人(小

学校管理職教員全体の約 87％)となっている。 

  中学校の管理職教員は、全体で 6 人であり、女性 0 人(中学校管理職教員全体の 0％)、男性 6 人(中学校

管理職教員全体の 100％)となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 高等学校への入学状況 

  【中学生の卒業後の状況】 

  中学生の卒業後の進路状況をみると、平成 18 年 3 月卒業者の 98.4％が進学している。就職者の割合は、

1.1％となっている。また進路未決定者が 0.5％となっている。 

   卒業者総数 進学者 うち就職者 専修学校等進学者 就職者 その他 

平成 14 年 483 473 0 1 1 8

平成 15 年 487 478 0 5 2 2

平成 16 年 500 483 0 5 7 5

平成 17 年 487 479 5 0 1 2

平成 18 年 449 439 0 3 5 2
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  【県内・公立高等学校全日制課程への進学状況】 

 和光市の中学校卒業者の高等学校への入学状況をみると、普通科への進学者が男女ともに 8 割を超えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 教育委員の状況 

  平成 16 年から女性 2 人、男性 3 人の計 5 人となっている。また、教育長を除く委員の数は男女同数であり、委

員長は女性である。 

 

 

健康・福祉 

１ 女性相談の状況 

  【女性相談の件数】 

  女性にかかる様々な悩みに対応するため、平成 14 年から女性相談を開設している。平成 17 年 4 月 1 日現在

においては、毎週火曜日に開設(第 1・3 火曜日：午後 1 時から 4 時、第 2・4 火曜日：午前 9 時から正午)してお

り、専門の女性カウンセラーが相談に応じている。 

 平成 14 年度からの相談件数をみると、平成 14 年度は 48 件、平成 15 年度は 61 件と上昇傾向にあるが、平

成 16 年度は 55 件、平成 17 年度は 37 件となっており、減少傾向にある。 
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  【女性相談内容の内訳】 

  平成 14 年度から平成 17 年度までの女性相談の内容をみると、ＤＶ関係、夫婦関係、心の問題、自分自身に

ついての相談が多い傾向にある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

２ 男女共同参画苦情等申立 

  【男女共同参画苦情等処理の窓口への苦情等申立の状況】 

  平成 17 年 4 月 1 日に和光市男女共同参画推進条例に基づいて、男女共同参画苦情等処理の窓口を設置

している。男女共同参画苦情等処理委員は、女性 1 人(大学教授)、男性 1 人(弁護士)の構成となっており、申

立の内容は、市が実施している男女共同参画に関する施策に対する苦情及び人権侵害にかかる相談である。

市への申立があった際には、市長が必要に応じて男女共同参画苦情等処理委員に調査を依頼し、関係者に助

言及び是正の勧告を行うこととしている。 

  平成 18 年 3 月 31 日現在で、苦情等申立件数は 0 件となっている。 

 

３ 女性保護 

  【女性保護の状況】 

  平成 17 年度においては、相談件数 6 件、うち保護したのは 1 件であった。相談内容は、ＤＶ、離婚問題や経済

問題等である。 

 

                           女性保護の状況 

                                                     (件) 

  相談件数 内容 うち被保護 

平成 17 年度 6 ＤＶ、離婚問題、経済問題等 1 

                                       〔平成 18 年 3 月 31 日現在〕 

 

 

 

 

 

女性相談内容の内訳

0

5

10

15

20

25

30(件)

平成14年度

平成15年度

平成16年度

平成17年度

平成14年度 13 10 10 3 4 11 1 1 0

平成15年度 26 25 7 6 25 16 6 3 1

平成16年度 25 16 9 1 13 23 3 2 4

平成17年度 15 5 3 1 9 26 0 0 4

ＤＶ関係 自分自身 家族関係 福祉関係 心の問題 夫婦関係 人間関係 男女関係

その他〔セク

ハラ・ストー

カー等〕

※内訳は延べ件数 



 8

４ ひとり親家庭 

【ひとり親家庭等医療費支給状況】 

 平成 18 年 3 月 31 日現在、登録者数 234 人(前年比 44 人増)で、うち支給対象者数は、204 人(前年比 14

人増)となっている。 

 

【児童扶養手当支給状況】 

  平成 18 年 3 月 31 日現在、登録者数 248 人(前年比 11 人増)で、うち支給対象者は、206 人(前年比 11 人

増)となっている。支給事由のうち、もっとも多いものは「離婚」175 人で、全体の 85.0％(前年比同数)を占めてい

る。 

 

                        支給対象者の事由別人数 

                                                     (人) 

 

 

                                        〔平成 18 年 3 月 31 日現在〕 

 

 

 

【生活保護の状況】 

 平成 18 年 3 月 31 日現在、生活保護法による被保護世帯のうち、母子世帯は 38 世帯で全体の 10.6％とな

っている。 

 

                    生活保護法により保護を受けた世帯数 

                                                      (世帯) 

単身者世帯 2 人以上の世帯 

高齢者

世帯 

障害者

世帯 

傷病者

世帯 

その他

世帯 

高齢者

世帯 

母子

世帯

障害者

世帯 

傷病者

世帯 

その他

世帯 

計 

120 22 73 28 29 38 2 18 27 357 

                                           〔平成 18 年 3 月 31 日現在〕 
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Ⅱ 和光市男女共同参画推進施策の実施状況 

 

１ 和光市男女共同参画推進条例及び男女共同参画わこうプラン見直しにかかる施策等 

  【施策の実施状況】 

  

         

  

   

                  

 

          

 

                           

                  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年月日 内容

和光市男女共同参画推進条例施行

和光市男女共同参画苦情等処理の窓口の設置(政策課)

平成17年6月23日
～7月11日

和光市男女共同参画市民意識調査実施
20歳以上市民2,000名対象　有効回答者数818人、有効回答率40.9％

和光市男女共同参画推進審議会発足

市長から和光市男女共同参画推進審議会へ
「男女共同参画わこうプランの見直しについて(諮問書)」を提出

第1回和光市男女共同参画推進審議会開催
議題：計画策定スケジュール確認、市民意識調査の進捗状況報告

平成17年8月23日
第2回和光市男女共同参画推進審議会
議題：市民意識調査の分析状況報告、現行及び新規事業の検討

平成17年9月30日
第3回和光市男女共同参画推進審議会
議題：体系案の検討

平成17年10月25日
第4回和光市男女共同参画推進審議会
議題：体系案の検討

平成17年10月31日
第1回和光市男女共同参画庁内連絡会議
議題：体系案の検討

平成17年11月22日
第2回和光市男女共同参画庁内連絡会議
議題：体系案の検討

平成17年11月29日
第5回和光市男女共同参画推進審議会
議題：体系案の検討、施策内容の検討

平成18年1月31日
第6回和光市男女共同参画推進審議会
議題：計画案の検討

平成18年2月13日
第3回和光市男女共同参画庁内連絡会議
議題：計画案の検討

第7回和光市男女共同参画推進審議会
議題：計画案の確認

和光市男女共同参画推進審議会から市長へ
「男女共同参画わこうプランの見直しについて(答申書)」を提出

平成18年3月27日

平成17年4月1日

平成17年7月6日
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２ 平成 17 年度男女共同参画わこうプランに基づく施策評価 

 

  【男女共同参画わこうプランに基づく施策評価調査】 

   男女共同参画わこうプランに基づく施策評価調査とは、男女共同参画わこうプランに掲載されている施策を男

女共同参画の視点でどのくらい実施できたのか、各施策を実施する担当課等が総合的に評価するための調査で

ある。 

この調査を毎年実施することにより、各担当課等が、企画や立案の段階から各施策を男女共同参画の視点

で分析することを通じて、各施策の効果を高めていくことを目的としている。 

   評価基準として、評価１「男女共同参画の視点をしっかりと持ちながら、取り組むことができた」、評価２「男女

共同参画の視点を持ちながら、概ね取り組むことができた」、評価３「男女共同参画の視点が弱く、一部取り組む

ことができなかった」、評価４「男女共同参画の視点がなく、全く取り組むことができなかった」の４評価を定めており、

評価１～３を選択した場合は、１「施策の対象となる人々及びその現状を男女別に把握した」、２「施策の企画、

立案、実施の際、女性、男性双方の意見を聞いた、または双方が参加した」、３「女性、男性双方にとって利用・

参加しやすいような配慮をした」、４「男女共同参画への影響を考慮して施策を実施した」、５「施策の効果が女

性、男性双方に寄与した」の５項目について具体的に記述することとしている。また、評価４を選択した場合は、

男女共同参画の視点を持てなかった理由等について具体的に記述し、最終的に施策の課題と解決策および今

後の施策の方向性についても記述することとしている。     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成17年度男女共同参画わこうプラン施策評価調査票 担当課 内線

主要目標

施策名

1 男女共同参画の視点をしっかりと持ちながら、取り組むことができた 男女共同参画の視点が弱く、一部取り組むことができなかった

2 男女共同参画の視点を持ちながら、概ね取り組むことができた 男女共同参画の視点がなく、全く取り組むことができなかった

★評価の理由(達成状況評価で１・２・３を選択した理由) ★評価の理由（達成状況評価で４を選択した理由）

1 施策の対象となる人々及びその現状を男女別に把握した。

2 施策の企画、立案、実施の際に女性、男性双方の意見を聞いた、または双方が参加した。

市民コメントの実施 ボランティア団体・NPOからのヒアリング

委員などにおける女性の登用 女性、男性、双方の職員で企画・立案・実施

女性、男性双方の市民が施策に参加 その他

3 女性、男性双方にとって利用・参加しやすいような配慮をした。

インターネットの活用 時間帯の配慮 育児・介護への配慮 その他

4 男女共同参画への影響を考慮して施策を実施した。

5 施策の効果が女性、男性双方に寄与した。

★施策を進める上での課題と解決策、今後の方向性について具体的にお書きください。

4

3

記入者

具体例

達成状況

評価

男女別に把握

したデータ

具体例

配慮した点

具体例

その他配慮し

た点

具体例

その他配慮し

た点

○○○○ ○○○○

[情報紙及び啓発誌の発行]

①男女平等の意識啓発の推進

○○○○

固定的性別役割分担意識の解消に向けて 施策の基本的方向

達成状況　１・２・３ 達成状況　４

どのような理由で取り組めなかったの
か、なぜ男女共同参画の視点がなかっ
たのかなどについて具体的にお書きくだ
さい。

施策の達成状況を4段階で評
価し、当てはまる項目にチェッ
ク(■)してください。

評価の理由として、当てはまる項目
すべてにチェック(■)してください。ま
た、「具体例やその他配慮した点」に
ついても具体的にお書きください。

達成状況　１・２・３ 達成状況　４

どのような理由で取り組めなかったの
か、なぜ男女共同参画の視点がなかっ
たのかなどについて具体的にお書きくだ
さい。

施策の達成状況を4段階で評
価し、当てはまる項目にチェッ
ク(■)してください。

評価の理由として、当てはまる項目
すべてにチェック(■)してください。ま
た、「具体例やその他配慮した点」に
ついても具体的にお書きください。
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【施策評価調査体系一覧】 

男女共同参画わこうプランに基づいた施策の体系一覧は、次のとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本目標 主要目標 施策の基本方向 No. 施策の具体的方向

1-1-1-1 [広報の活用と啓発資料の発行]

1-1-1-2 [情報紙及び啓発誌の発行]

1-1-1-3 [国外、国県及び市町村を中心とした情報収集・提供]

1-1-2-1 [男女共同参画に関する学習機会の提供（講演会、講座、生活実技講習の開催）]

1-1-2-2 [男性の生活自立促進の啓発及び講座等による学習機会の提供]

1-1-2-3 [家庭生活に関する法律や制度の情報提供]

1-1-2-4 [研修会等への派遣、視察等女性問題の学習及び交流機会の提供]

1-2-1-1 [家庭教育を担う親を対象とした講座等による情報及び学習機会の提供]

1-2-1-2 [保育園、幼稚園の男女平等教育のすすめ]

1-2-1-3 [幼稚園等における男女平等教育の啓発]

1-2-1-4 [保育士等の研修の充実]

1-2-2-1 [学習内容、指導方法充実のための研究推進]

1-2-2-2 [生徒指導における男女平等の視点からの指導方針の見直し]

1-2-2-3 [教職員の男女平等教育の推進]

1-2-2-4 [女性教職員の管理職登用の促進]

1-2-2-5 [中学校の生活に関わる教育の共学共修の実施]

1-2-2-6 [男女平等と性教育学習内容の充実]

1-2-2-7 [男女平等の視点から進路指導の充実と見直し]

1-2-2-8 [教育現場における名簿呼名等の男女平等の視点からの見直し]

1-2-3-1 [講座等による学習機会の提供（意識の啓発、生活実技講習、法律等）と拡充]

1-2-3-2 [男性を対象とした家事・育児・介護等に関する講座実技等の開催]

1-2-3-3 [講座、勉強会等による地域及び生活課題の男女共同参画学習機会の拡充]

1-2-3-4 [男女共同参画解決にむけての資料の発行及び情報提供]

1-2-3-5 [子どもの職業選択等進路指導情報の提供]

1-2-3-6 [男女共同参画問題の学習方法の研究及び援助の充実]

1-2-3-7 [社会教育関係職員や指導者の育成及び推進体制の整備]

1-2-3-8 [社会教育施設、社会教育関連施設等の整備・充実]

1-2-3-9 [地域社会活動拠点設置の検討]

1-3-1-1 [男女平等と性教育学習内容の研究充実]

1-3-1-2 [思春期対象の性教育、相談事業の推進]

1-3-2-1 [行政発行物における男女平等の視点の啓発]

1-3-2-2 [性の商品化防止に関する啓発及び売買春防止に関する啓発(講座・
ポスター等)]

1-3-2-3 [民間刊行物等メディアによる男女平等意識の啓発・協力要請]

１　リプロダクティブ・ヘルス
／ライツの普及

1-4-1-1 [リプロダクティブ・ヘルス/ライツに関する講座・冊子等による知識の啓
発]

1-4-2-1 [講座・ポスター等による女性に対する暴力と性犯罪を防止する意識の啓発]

1-4-2-2 [講座等によるセクシュアルハラスメントに対する意識啓発]

1-4-2-3 [研修・相談等によるセクシュアルハラスメントの正しい理解と防止策の推進]

2-1-1-1 [多様な保育の実施等による保育・保護内容の充実]

2-1-1-2 [研修等による担当者の資質向上]

2-1-1-3 [保育施設・児童センター、学童保育クラブの充実]

2-1-1-4 [公共施設の整備(公園・道路等)]

2-1-1-5 [育児相談、指導体制の整備の充実]

2-1-1-6 [育児負担軽減のための相談等支援体制の充実]

2-1-1-7 [虐待等に関する相談等支援体制の充実]

2-1-2-1 [在宅介護の相談、サービス・啓発等援助体制の充実]

2-1-2-2 [ホームヘルパーの派遣、入浴サービス、訪問看護の充実]

2-1-2-3 [短期間入所制度の充実]

2-1-2-4 [介護施設・高齢者福祉施設の整備・充実]

2-1-3-1 [ひとり暮らし高齢者への生活支援の充実]

2-1-3-2 [高齢者への生活支援対策の充実]

2-1-3-3 [ひとり、痴呆、身体及び知的等障害がある(児)者、虚弱高齢者の実態把握]

2-1-3-4 [各分野の専門家による相談事業の充実]

2-1-3-5 [家庭生活に関する相談事業の推進]

2-1-3-6 [女性相談窓口の充実]

2-1-3-7 [情報提供による高齢者就労機会の拡大促進]

2-1-3-8 [障害のある者への対策]

2-1-3-9 [早期年金加入の促進]

2-1-3-10 [家庭生活に関する法律や制度の情報提供]

2-2-1-1 [母子保健対策の充実]

2-2-1-2 [精神的維持及び家庭内暴力に関する相談・支援機能の充実]

2-2-1-3 [母子医療制度の向上]

2-2-1-4 [生涯を通じた健康管理及び保持増進のための健康教育・相談・機能訓練・訪問指

導]

2-2-1-5 [学校教育・講座等による生涯を通じた母性機能の重要性の啓発及び健康相談]

2-2-1-6 [講座・ポスター等によるエイズ・性感染症対策・薬物乱用防止策の啓発]

2-2-2-1 [各種健(検)診の充実]

2-2-2-2 [指導・相談等による生活習慣病予防対策の充実]

2-2-2-3 [指導・助成等による精神保健福祉の充実]

2-2-2-4 [感染症等に対する保健衛生指導体制の充実]

2-2-2-5 [パンフレット等による薬物乱用防止策の強化]

平成17年度男女共同参画わこうプラン施策評価調査【体系一覧】

１
　
男
女
平
等
を
支
え
る
意
識
づ
く
り

１　固定的役割分担意
識の解消にむけて

２　男女平等教育の推
進

３　性を尊重する意識
の浸透

４　リプロダクテブ・ヘル
ス/ライツ等に関する理
念普及

１　男女平等の意識啓発の推進

２　男女平等についての
学習機会の提供

１　家庭・幼児期における
男女平等教育のすすめ

２　学校における男女平等
教育の推進

３　地域における男女平等
教育の充実

１　人権としての性教育や啓発の
推進

２　メディアにおける人権的視点の
浸透

２　ドメスティックバイオレンス・
セクシュアルハラスメント等
「暴力」根絶の推進

２　生涯を通じて男女が健康な心
身であるための保健の充実

２　心身ともに健康に暮
らすために

２
　
男
女
が
共
に
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
環
境
づ
く
り

１　子育てをめぐる支援

１　母子保健および母性機能
保護の充実

３　一人ひとりの暮らし支援

２　介護をめぐる支援

１　安心・自立の暮らし
のために
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基本目標 主要目標 施策の基本方向 No. 施策の具体的方向
2-2-2-6 [健康増進及びスポーツ、レクリエーション活動の強化]

2-2-2-7 [健診・相談等による生活習慣病等疾病予防対策の強化]

2-2-2-8 [健康づくり運動の推進]

2-3-1-1 [採用等男女格差の是正の啓発]

2-3-1-2 [女性の就業分野の拡大・管理職登用等の促進の啓発]

2-3-1-3 [就業における性別役割分業意識解消の啓発]

2-3-1-4 [労働条件等の改善指導の啓発]

2-3-1-5 [男女同一労働賃金の徹底の啓発]

2-3-1-6 [就業における妊娠・出産・育児での不利益の解消及び啓発]

2-3-1-7 [労働者の健康管理意識啓発と健康保持増進の啓発]

2-3-1-8 [健康管理意識啓発と健康保持増進の啓発]

2-3-1-9 [就労の場における性別役割分業意識解消の啓発]

2-3-1-10 [講座等によるセクシュアルハラスメントに対する意識啓発]

2-3-1-11 [研修・相談等によるセクシュアルハラスメントの正しい理解と防止策の促進]

2-3-1-12 [労働関係法の周知講座等による啓発]

2-3-1-13 [育児休業制度等の普及と再雇用制度の導入促進]

2-3-1-14 [労働環境の改善意識啓発]

2-3-1-15 [就労機会・労働条件に関する男女差別撤廃の啓発]

2-3-1-16 [就労の場における男女差別の改善啓発]

2-3-1-17 [パートタイム労働者等の雇用条件の明確化と労働条件の改善啓発]

2-3-1-18 [農業、自営業者への母性機能保護の講座等による理解と協力要請]

2-3-2-1 [職業意識向上のための教育の充実]

2-3-2-2 [職業選択能力のための教育機会・就職情報の提供､相談機能の充
実]

2-3-2-3 [労働に関する情報の収集と提供]

2-3-2-4 [講座等による職業能力開発の機会の提供]

2-3-2-5 [講座等による能力発揮の支援]

１　誰もがくらしやすい
「バリアフリー・ジェンダー
フリー」のまちづくり

2-4-1-1 [公共施設整備(道路・公園・公共建築物等)]

2-4-2-1 [環境保護と母子保健に関する情報提供]

2-4-2-2 [自然環境の悪化防止と生活環境安全確保]

3-1-1-1 [リーダー等人材の確保と養成]

3-1-1-2 [講座等による女性の人材育成及び活躍のための情報と学習機会の提供]

3-1-1-3 [女性人材の把握と活用]

3-1-1-4 [審議会等に関する条例・要綱等の代表者選出に関わる見直しの促進の啓発]

3-1-1-5 [委員会等の女性比率の拡大]

3-1-1-6 [企業における女性の雇用拡大促進の啓発]

3-1-1-7 [市及び企業等における女性の幹部への登用促進の啓発]

3-1-1-8 [各種団体、地域組織における女性の幹部への登用促進]

3-1-1-9 [企業及び組織における方針決定の場への参画促進・啓発]

3-1-1-10 [女性の就労機会の拡大要請]

3-1-2-1 [生涯を通じての講座等による学習の推進]

3-1-2-2 [男性の生活自立促進の啓発及び講座等による学習機会の提供]

3-1-2-3 [和光市における男女共同参画問題郷土史等の学習・啓発]

3-1-2-4 [講座・催し等による学習、交流機会の拡大]

3-1-2-5 [広報・情報紙等による地域活動情報の収集と提供]

3-1-2-6 [地域社会における男性中心の慣行、風習、慣習の見直し]

3-1-2-7 [地域社会活動等の男女平等の視点からの見直し]

3-1-2-8 [女性問題の視点からの地域活動への支援]

3-1-2-9 [コミュニティー活動への企業の理解と男性の参加促進]

3-1-2-10 [社会教育施設、社会教育関連施設等の整備・充実]

3-1-2-11 [生涯を通じての学習拠点の整備検討]

3-1-2-12 [地域社会活動拠点設置の検討]

3-2-1-1 [国際的な視野の醸成のための小・中学校での学習機会の提供（国際
交流・派遣を含む）]

3-2-1-2 [国内外の情報の収集と提供]

3-2-1-3 [市民の国際交流の推進]

２　外国人への支援 3-2-2-1 [相談等による外国人への支援]

１　情報教育の推進 3-3-1-1 [講座による学習機会の提供]

２　情報化による学習機会
の提供と交流の推進

3-3-2-1 [メディアによる情報の提供]

４　生命を育む環境を
たいせつに

３　男女が共に家庭と
仕事が両立できるため
に２

　
男
女
が
共
に
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
環
境
づ
く
り

２　心身ともに健康に暮
らすために

１　男女が共に社会活
動に参画するために

２　国際社会への参画
促進

３　高度情報化社会に
おける参画

３
　
男
女
共
同
参
画
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

１　国際的視野の醸成

２　地域社会活動への
男女均等参画の促進

２　生活環境の安全性の確保

１　事業主等の意識向上・
雇用制度支援

１　政策・方針決定の場への
男女均等参画の促進

２　就労と職業能力開発
の支援

２　生涯を通じて男女が健康な心
身であるための保健の充実
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わこうプラン施策達成状況
（H17年度）

評価２
44%

評価１
28%

評価４
14%

評価３
14%

評価1 評価2 評価3 評価4

【全施策に対する評価の状況】 

平成 17 年度男女共同参画わこうプランに基づく施策評価調査をとりまとめたところ、施策実施該当課数 21、

施策数 263 となった。施策全体の評価の内訳は、評価１が 28％、評価 2 が 44％、評価 3 が 14％、評価 4 が

14％となっており、全４評価のうち、評価 2 の割合が高い傾向にある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

評価1

評価2

評価3

評価4

達成状況評価

男女共同参画の視点がなく、全く取り組むことができなかった

男女共同参画の視点をしっかりと持ちながら、取り組むことができた

男女共同参画の視点を持ちながら、概ね取り組むことができた

男女共同参画の視点が弱く、一部取り組むことができなかった

評価1 評価2 評価3 評価4

1 くらし安全課 1 1 0 0 0

2 こども福祉課 19 6 13 0 0

3 各公民館 20 2 5 3 10

4 学校教育課 19 5 14 0 0

5 環境課 2 0 0 2 0

6 教育総務課 3 0 0 3 0

7 勤労青少年ホーム 3 0 3 0 0

8 市政情報課 5 4 0 0 1

9 市民まちづくり推進課 1 0 1 0 0

10 資源リサイクル課 1 0 1 0 0

11 社会福祉課 10 9 0 1 0

12 職員課 2 0 2 0 0

13 図書館 10 1 6 2 1

14 政策課 43 11 25 7 0

15 生涯学習課 36 18 9 0 9

16 地域振興課 43 1 12 14 16

17 長寿あんしん課 5 5 0 0 0

18 道路安全課 3 1 2 0 0

19 文化センター 1 0 1 0 0

20 保健センター 34 9 23 2 0

21 保険医療課 2 0 1 1 0

合計 263 73 118 35 37

達成状況
No. 課名 施策数
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【基本目標別達成状況】 

各基本目標別達成状況をみると、評価１は、｢男女共同参画によるまちづくり｣において、評価２、評価３は、

｢男女が共にいきいきと暮らせる環境づくり｣において、評価４は、｢男女共同参画によるまちづくり｣において高くなっ

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本目標別　施策達成状況（H17年度）

29.2%

23.1%

32.9%

44.9%

50.0%

37.1%

11.2%14.6%

12.5%

15.7%

14.4%

14.3%

0% 25% 50% 75% 100%

男女平等を支える意識づくり

男女が共にいきいきと暮らせる環境づくり

男女共同参画によるまちづくり

評価１ 評価２ 評価３ 評価４

評価1 評価2 評価3 評価4

1

男女平等を支える意
識づくり 89 26 40 10 13

2

男女が共にいきいきと
暮らせる環境づくり 104 24 52 15 13

3

男女共同参画による
まちづくり 70 23 26 10 11

合計 263 73 118 35 37

達成状況
No. 基本目標 施策数
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主要目標別　施策達成状況（H17年度）

50.0%

15.9%

50.0%

18.2%

50.0%

17.4%

2.6%

14.3%

32.1%

25.0%

100.0%

41.7%

56.8%

30.0%

41.7%

65.2%

47.4%

57.1%

35.7%

50.0%

0.0%

4.2%

27.3%

8.3%

8.7%

21.1%

28.6%

16.1%

8.3%

0.0%

4.2%

18.2%

0.0%

36.4%

8.7%

28.9%

0.0%

16.1%

16.7%

0.0%

18.2%

20.0%

9.1%

0.0%

0% 25% 50% 75% 100%

固定的役割分担意識の解消にむけて

男女平等教育の推進

性を尊重する意識の浸透

リプロダクテブ・ヘルス/ライツ等に関する理念普及

安心・自立の暮らしのために

心身ともに健康に暮らすために

男女が共に家庭と仕事が両立できるために

生命を育む環境をたいせつに

男女が共に社会活動に参画するために

国際社会への参画促進

高度情報化社会における参画

評価１ 評価２ 評価３ 評価４

【主要目標別達成状況】 

各主要目標別達成状況をみると、評価１は｢固定的役割分担意識の解消にむけて｣で 50.0％、｢高度情報

化社会における参画｣において 100％となっている。評価２は、｢男女平等教育の推進｣で 56.8％、「心身ともに健

康に暮らすために」で 65.2％となっている。評価３は、「リプロダクティブ・ヘルス／ライツ等に関する理念普及」で

27.3％、「生命を育む環境を大切に」で 37.5％となっている。評価４は、「リプロダクティブ・ヘルス／ライツ等に関す

る理念普及」で 36.4％、「男女が共に家庭と仕事が両立できるために」で 28.9％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

評価1 評価2 評価3 評価4

1-1

固定的役割分担意識
の解消にむけて 24 12 10 1 1

1-2

男女平等教育の推進
44 7 25 4 8

1-3

性を尊重する意識の
浸透 10 5 3 2 0

1-4

リプロダクテブ・ヘルス
/ライツ等に関する理 11 2 2 3 4

2-1

安心・自立の暮らしの
ために 36 18 15 3 0

2-2

心身ともに健康に暮ら
すために 23 4 15 2 2

2-3

男女が共に家庭と仕
事が両立できるために 38 1 18 8 11

2-4

生命を育む環境をたい
せつに 7 1 4 2 0

3-1

男女が共に社会活動
に参画するために 56 18 20 9 9

3-2

国際社会への参画促
進 12 3 6 1 2

3-3

高度情報化社会にお
ける参画 2 2 0 0 0

合計 263 73 118 35 37

達成状況
No. 主要目標 施策数
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施
策

の
具

体
的

方
向

N
o
.

担
当

課
1
6
年

度
評

価
1
7
年

度
評

価
評

価
↑

評
価

↓
前

年
度

評
価

同
じ

施
策

の
課

題
と

解
決

策
お

よ
び

今
後

の
施

策
の

方
向

性

1
-
1
-
1
-
1

政
策

課
1

1
○

男
女

共
同

参
画

に
関

す
る

情
報

を
、

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

や
お

る
ご

～
る

、
広

報
お

る
ご

～
る

欄
に

掲
載

し
、

啓
発

を
進

め
た

い
。

ま
た

、
男

女
共

同
参

画
の

視
点

に
よ

る
市

刊
行

物
の

表
現

マ
ニ

ュ
ア

ル
の

作
成

に
つ

い
て

検
討

を
進

め
た

い
。

1
-
1
-
1
-
1

こ
ど

も
福

祉
課

1
1

○
若

い
世

代
が

多
く

、
転

出
入

が
激

し
く

、
人

口
・
児

童
数

も
増

え
て

い
る

和
光

市
に

お
い

て
、

次
世

代
を

は
ぐ

く
む

若
い

世
代

の
支

援
を

含
む

広
い

広
義

で
の

「
子

育
て

の
社

会
化

」
に

向
け

て
の

取
り

組
み

を
和

光
市

次
世

代
育

成
支

援
行

動
計

画
に

基
づ

い
て

進
め

た
い

。

1
-
1
-
1
-
1

保
健

セ
ン

タ
ー

2
2

○
男

女
共

同
参

画
に

関
す

る
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
の

作
成

、
資

料
の

配
布

に
よ

る
啓

発
に

努
め

る
。

1
-
1
-
1
-
1

各
公

民
館

2
2

○
国

、
県

及
び

他
市

町
村

の
ポ

ス
タ

ー
掲

示
及

び
チ

ラ
シ

の
配

布
だ

け
行

っ
て

い
ま

す
。

男
女

共
同

参
画

の
啓

発
は

、
お

と
な

向
け

の
発

行
だ

け
で

な
く

、
子

ど
も

か
ら

の
啓

発
運

動
も

検
討

し
て

い
き

た
い

と
思

い
ま

す
。

1
-
1
-
1
-
1

図
書

館
2

2
○

掲
示

板
や

チ
ラ

シ
を

置
く

場
所

が
狭

い
の

で
有

効
的

な
利

用
に

心
掛

け
る

。

1
-
1
-
1
-
1

市
政

情
報

課
1

1
○

今
後

も
継

続
し

て
、

男
女

共
同

参
画

に
関

す
る

資
料

を
含

め
た

、
市

に
関

す
る

資
料

の
提

供
に

努
め

て
い

き
た

い
。

1
-
1
-
1
-
1

生
涯

学
習

課
1

1
○

今
後

も
「
生

涯
学

習
だ

よ
り

：
な

び
い

」
や

「
生

涯
学

習
ガ

イ
ド

」
を

充
実

さ
せ

て
、

啓
発

・
広

報
し

て
行

く
。

1
-
1
-
1
-
2

政
策

課
1

1
○

読
者

か
ら

の
反

応
は

年
々

徐
々

に
増

え
つ

つ
あ

る
も

の
の

、
お

る
ご

～
る

の
認

識
度

は
い

ま
だ

不
十

分
で

あ
る

。
今

後
も

社
会

情
勢

や
市

民
ニ

ー
ズ

に
即

し
た

内
容

の
情

報
紙

を
企

画
す

る
こ

と
に

よ
り

、
男

女
共

同
参

画
推

進
に

向
け

て
取

り
組

ん
で

い
き

た
い

。

1
-
1
-
1
-
2

生
涯

学
習

課
1

1
○

今
後

も
「
生

涯
学

習
だ

よ
り

：
な

び
い

」
や

「
生

涯
学

習
ガ

イ
ド

」
を

充
実

さ
せ

て
、

啓
発

・
広

報
し

て
行

く
。

1
-
1
-
1
-
3

市
政

情
報

課
4

4
○

各
種

統
計

調
査

は
、

国
の

法
定

受
託

事
務

の
た

め
、

そ
の

公
表

値
も

国
に

よ
る

も
の

と
な

っ
て

い
る

。
今

後
は

、
市

独
自

の
統

計
資

料
の

必
要

性
に

つ
い

て
検

討
し

て
い

き
た

い
。

1
-
1
-
1
-
3

生
涯

学
習

課
1

1
○

今
後

も
「
生

涯
学

習
だ

よ
り

：
な

び
い

」
や

「
生

涯
学

習
ガ

イ
ド

」
を

充
実

さ
せ

て
、

啓
発

・
広

報
し

て
行

く
。

1
-
1
-
1
-
3

各
公

民
館

3
3

○
男

女
共

同
参

画
の

情
報

の
収

集
・
提

供
に

つ
い

て
は

、
公

民
館

だ
け

で
対

応
す

る
の

は
、

難
し

い
の

で
利

用
団

体
・

地
域

団
体

の
育

成
が

必
要

で
す

。

1
-
1
-
1
-
3

図
書

館
2

2
○

こ
れ

ま
で

と
同

様
に

資
料

収
集

を
徹

底
す

る
。

1
-
1
-
1
-
3

政
策

課
1

1
○

今
後

も
、

総
合

福
祉

会
館

内
の

図
書

コ
ー

ナ
ー

を
毎

年
充

実
さ

せ
、

情
報

提
供

を
行

っ
て

い
き

た
い

。
ま

た
、

同
時

に
市

図
書

館
内

に
あ

る
男

女
共

同
参

画
関

連
図

書
の

充
実

に
つ

い
て

、
図

書
館

と
連

携
し

な
が

ら
進

め
て

い
き

た
い

。

1
-
1
-
2
-
1

生
涯

学
習

課
1

1
○

今
後

と
も

男
女

共
同

参
画

の
実

現
に

向
け

た
事

業
の

支
援

及
び

実
施

を
し

て
い

く
。

1
-
1
-
2
-
1

各
公

民
館

4
2

○
今

ま
で

も
人

権
問

題
研

修
会

・
家

庭
教

育
講

座
等

人
に

か
か

わ
る

講
座

等
は

、
参

加
者

を
集

め
る

の
が

大
変

で
広

報
及

び
チ

ラ
シ

の
配

布
等

行
っ

て
も

参
加

者
が

集
ま

ら
な

い
の

が
現

状
で

す
。

今
後

、
男

女
共

同
参

画
に

つ
い

て
は

、
市

役
所

内
の

関
係

課
の

連
携

も
必

要
だ

が
講

演
会

等
に

参
加

者
の

動
員

が
で

き
る

市
民

団
体

（
公

民
館

の
場

合
は

利
用

団
体

）
の

育
成

が
必

要
だ

と
思

わ
れ

ま
す

。

1
-
1
-
2
-
1

保
健

セ
ン

タ
ー

2
2

○
 健

康
や

子
育

て
に

関
わ

る
講

座
等

を
女

性
男

性
双

方
が

参
加

し
や

す
い

よ
う

な
内

容
に

見
直

す
。

次
年

度
に

つ
い

て
は

、
土

曜
日

及
び

休
日

開
催

を
予

定
し

て
い

る
。

1
-
1
-
2
-
1

政
策

課
2

2
○

男
女

共
同

参
画

フ
ォ

ー
ラ

ム
は

、
毎

年
、

内
容

は
好

評
で

あ
る

が
、

参
加

者
が

少
な

い
傾

向
に

あ
る

。
今

後
も

市
民

や
事

業
者

の
男

女
共

同
参

画
意

識
の

向
上

を
図

り
つ

つ
、

Ｐ
Ｒ

方
法

を
工

夫
し

て
い

き
た

い
。

講
座

に
つ

い
て

は
、

毎
年

工
夫

を
し

、
市

民
ニ

ー
ズ

に
合

っ
た

も
の

を
実

施
し

て
い

き
た

い
。

[男
性

の
生

活
自

立
促

進
の

啓
発

及
び

講
座

等
に

よ
る

学
習

機
会

の
提

供
]

1
-
1
-
2
-
2

こ
ど

も
福

祉
課

2
2

○
和

光
市

次
世

代
育

成
支

援
行

動
計

画
に

基
づ

き
、

男
女

共
同

参
画

に
よ

る
子

育
て

に
つ

い
て

の
講

座
や

講
演

会
の

開
催

な
ど

、
父

親
の

子
育

て
へ

の
参

加
と

子
ど

も
の

こ
ろ

か
ら

共
同

し
て

家
事

・
育

児
な

ど
を

行
う

こ
と

の
大

切
さ

に
つ

い
て

の
啓

発
を

進
め

ま
す

。
新

規
事

業
と

し
て

は
、

パ
パ

ネ
ッ

ト
の

構
築

を
検

討
し

ま
す

。
ま

た
、

経
済

的
に

安
心

し
て

育
児

休
業

が
取

得
で

き
る

よ
う

、
育

児
休

業
者

生
活

資
金

融
資

の
活

用
を

促
進

し
ま

す
。

[国
外

、
国

県
及

び
市

町
村

を
中

心
と

し
た

情
報

収
集

・
提

供
]

[男
女

共
同

参
画

に
関

す
る

学
習

機
会

の
提

供
（
講

演
会

、
講

座
、

生
活

実
技

講
習

の
開

催
）
]

【
各

課
等

の
施

策
評

価
(1

～
4
ま

で
)一

覧
】

　
平

成
1
6
年

度
と

平
成

1
7
年

度
の

評
価

を
比

較
し

た
と

こ
ろ

、
評

価
が

上
が

っ
て

い
た

の
は

1
1
施

策
、

評
価

が
下

が
っ

て
い

た
の

は
1
9
施

策
で

あ
っ

た
。

ま
た

、
評

価
が

同
じ

で
あ

っ
た

の
は

、
2
3
3

施
策

で
あ

っ
た

。
平

成
1
6
年

度
と

比
べ

評
価

が
下

が
っ

た
課

に
お

い
て

は
、

平
成

1
7
年

度
に

お
い

て
男

女
共

同
参

画
わ

こ
う
プ

ラ
ン

【
改

訂
版

】
の

構
築

を
中

心
に

施
策

を
実

施
し

て
い

た
た

め
、

個
別

の
施

策
評

価
に

お
い

て
は

、
若

干
評

価
が

下
が

る
傾

向
に

あ
っ

た
。

[広
報

の
活

用
と

啓
発

資
料

の
発

行
]

[情
報

紙
及

び
啓

発
誌

の
発

行
]
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施
策

の
具

体
的

方
向

N
o
.

担
当

課
1
6
年

度
評

価
1
7
年

度
評

価
評

価
↑

評
価

↓
前

年
度

評
価

同
じ

施
策

の
課

題
と

解
決

策
お

よ
び

今
後

の
施

策
の

方
向

性

1
-
1
-
2
-
2

生
涯

学
習

課
1

1
○

今
後

も
男

性
の

自
立

に
向

け
た

講
座

の
開

催
を

推
進

す
る

。

1
-
1
-
2
-
2

各
公

民
館

2
2

○
公

民
館

の
利

用
に

つ
い

て
は

、
女

性
の

参
加

が
多

い
の

が
現

状
で

す
。

各
利

用
団

体
の

男
女

比
較

の
統

計
は

と
っ

て
い

ま
せ

ん
が

今
後

、
利

用
団

体
及

び
公

民
館

事
業

の
男

女
比

率
を

だ
し

、
ま

た
、

公
民

館
利

用
団

体
に

ア
ン

ケ
ー

ト
を

と
り

ど
の

よ
う

な
こ

と
を

や
り

た
い

か
の

調
査

が
必

要
で

す
。

1
-
1
-
2
-
2

保
健

セ
ン

タ
ー

1
1

○
健

康
講

座
や

子
育

て
に

関
わ

る
教

室
等

に
男

性
が

参
加

し
や

す
い

内
容

や
日

程
等

の
見

直
し

を
行

う
。

（
プ

レ
パ

パ
マ

マ
教

室
、

男
性

の
た

め
の

料
理

教
室

等
の

休
日

開
催

な
ど

）

[家
庭

生
活

に
関

す
る

法
律

や
制

度
の

情
報

提
供

]
1
-
1
-
2
-
3

政
策

課
1

2
○

今
後

も
条

例
等

男
女

共
同

参
画

に
関

わ
る

法
律

や
制

度
を

広
く

市
民

に
周

知
し

、
市

民
、

事
業

者
の

理
解

と
協

力
の

も
と

に
男

女
共

同
参

画
社

会
の

実
現

に
向

け
た

具
体

的
な

取
り

組
み

を
進

め
て

い
き

た
い

。

[研
修

会
等

へ
の

派
遣

、
視

察
等

女
性

問
題

の
学

習
及

び
交

流
機

会
の

提
供

]
1
-
1
-
2
-
4

政
策

課
1

1
○

市
民

の
研

修
会

等
の

参
加

に
つ

い
て

は
、

平
成

1
8
年

度
か

ら
旅

費
等

に
つ

い
て

負
担

で
き

る
よ

う
に

し
、

た
く

さ
ん

の
方

が
参

加
し

や
す

い
よ

う
工

夫
を

し
て

い
き

た
い

。

1
-
2
-
1
-
1

保
健

セ
ン

タ
ー

1
1

○
乳

幼
児

や
親

を
対

象
と

す
る

講
座

等
を

実
施

し
て

い
く

な
か

で
子

育
て

を
と

お
し

た
男

女
平

等
教

育
を

す
す

め
て

い
く

。
ま

た
、

プ
レ

パ
パ

マ
マ

教
室

等
の

休
日

開
催

な
ど

、
男

性
の

参
加

し
や

す
い

環
境

を
整

え
て

い
く

。
1
-
2
-
1
-
1

こ
ど

も
福

祉
課

2
2

○
和

光
市

次
世

代
育

成
支

援
行

動
計

画
に

基
づ

き
、

男
女

共
同

参
画

に
よ

る
子

育
て

に
つ

い
て

の
サ

ロ
ン

等
の

開
催

な
ど

、
父

親
の

子
育

て
へ

の
参

加
と

子
ど

も
の

こ
ろ

か
ら

共
同

し
て

家
事

・
育

児
な

ど
を

行
う

こ
と

の
大

切
さ

に
つ

い
て

の
啓

発
を

進
め

ま
す

。

1
-
2
-
1
-
1

各
公

民
館

2
2

○
家

庭
教

育
に

関
し

て
は

、
公

民
館

職
員

で
テ

ー
マ

を
決

め
て

毎
年

２
館

で
実

施
し

て
い

ま
す

が
、

男
性

の
参

加
は

多
く

あ
り

ま
せ

ん
。

今
後

、
男

性
が

参
加

し
や

す
い

よ
う

に
、

平
日

の
夜

間
、

土
、

日
、

祝
日

の
開

催
及

び
保

育
の

充
実

が
必

要
で

す
。

ま
た

、
今

後
は

、
テ

ー
マ

・
講

師
等

を
決

定
す

る
際

に
は

、
市

民
団

体
（
Ｐ

Ｔ
Ａ

、
地

域
青

少
年

育
て

る
会

等
）

と
の

連
携

を
図

り
た

い
と

思
い

ま
す

。

1
-
2
-
1
-
1

生
涯

学
習

課
2

2
○

よ
り

多
く

の
男

性
が

参
加

で
き

る
よ

う
実

施
・
日

時
な

ど
の

検
討

が
必

要
。

又
学

校
と

の
連

携
を

図
り

、
よ

り
充

実
し

た
講

座
の

開
催

を
推

進
す

る
。

[保
育

園
、

幼
稚

園
の

男
女

平
等

教
育

の
す

す
め

]
1
-
2
-
1
-
2

こ
ど

も
福

祉
課

2
2

○
各

保
育

園
で

の
行

事
参

加
な

ど
、

父
親

の
子

育
て

へ
の

参
加

と
子

ど
も

の
こ

ろ
か

ら
共

同
し

て
家

事
・

育
児

な
ど

を
行

う
こ

と
の

大
切

さ
に

つ
い

て
の

啓
発

を
進

め
ま

す
。

[幼
稚

園
等

に
お

け
る

男
女

平
等

教
育

の
啓

発
]

1
-
2
-
1
-
3

教
育

総
務

課
3

3
○

市
内

の
幼

稚
園

は
す

べ
て

私
立

幼
稚

園
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
直

接
的

な
教

育
指

導
は

難
し

い
が

、
今

後
と

も
、

市
内

幼
稚

園
に

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

を
配

布
す

る
等

の
情

報
提

供
を

行
う

こ
と

で
男

女
共

同
参

画
推

進
に

向
け

て
取

り
組

ん
で

い
き

た
い

。

1
-
2
-
1
-
4

こ
ど

も
福

祉
課

2
2

○
和

光
市

次
世

代
育

成
支

援
行

動
計

画
の

推
進

の
た

め
、

保
育

士
・
指

導
員

の
た

め
の

専
門

的
研

修
へ

の
積

極
的

参
加

を
図

り
ま

す
。

1
-
2
-
1
-
4

政
策

課
3

3
○

平
成

1
7
年

度
は

、
保

育
士

2
名

が
内

部
職

員
研

修
に

参
加

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
今

後
も

、
引

き
続

き
保

育
士

の
男

女
共

同
参

画
職

員
研

修
へ

の
参

加
を

促
し

て
い

き
た

い
。

[学
習

内
容

、
指

導
方

法
充

実
の

た
め

の
研

究
推

進
]

1
-
2
-
2
-
1

学
校

教
育

課
2

2
○

引
き

続
き

、
学

習
指

導
に

お
け

る
男

女
平

等
教

育
の

推
進

を
図

る
た

め
の

研
究

推
進

に
努

め
て

い
く

必
要

が
あ

る
。

[生
徒

指
導

に
お

け
る

男
女

平
等

の
視

点
か

ら
の

指
導

方
針

の
見

直
し

]
1
-
2
-
2
-
2

学
校

教
育

課
2

2
○

問
題

行
動

を
指

導
す

る
上

で
、

性
差

の
違

い
を

考
慮

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

ま
た

、
場

合
に

よ
り

指
導

す
る

児
童

生
徒

と
同

姓
の

教
職

員
に

よ
る

指
導

の
重

要
性

が
求

め
ら

れ
て

い
る

。
男

女
教

職
員

そ
れ

ぞ
れ

の
特

性
を

生
か

し
た

生
徒

指
導

が
効

果
的

で
あ

る
。

互
い

の
人

間
性

を
認

め
児

童
生

徒
一

人
一

人
の

自
己

実
現

を
目

指
し

た
生

徒
指

導
の

実
施

に
努

め
て

い
る

。

[教
職

員
の

男
女

平
等

教
育

の
推

進
]

1
-
2
-
2
-
3

学
校

教
育

課
2

2
○

研
修

会
や

講
演

会
に

参
加

し
た

教
職

員
が

各
学

校
で

研
修

し
た

内
容

を
全

教
職

員
に

広
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

図
る

。
ま

た
、

「
和

光
市

男
女

共
同

参
画

推
進

条
例

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

」
の

活
用

を
図

る
。

[女
性

教
職

員
の

管
理

職
登

用
の

促
進

]
1
-
2
-
2
-
4

学
校

教
育

課
2

2
○

管
理

職
へ

の
志

向
は

徐
々

に
増

え
て

は
い

る
が

、
ま

っ
た

く
男

性
と

同
じ

よ
う

な
環

境
作

り
を

す
る

こ
と

が
難

し
い

の
で

、
女

性
ゆ

え
の

特
性

を
考

え
管

理
職

へ
登

用
し

や
す

い
環

境
作

り
を

す
る

こ
と

が
急

務
で

あ
る

。

[中
学

校
の

生
活

に
関

わ
る

教
育

の
共

学
共

修
の

実
施

]
1
-
2
-
2
-
5

学
校

教
育

課
1

1
○

今
後

も
性

差
の

区
別

な
く

平
等

に
学

習
を

進
め

る
こ

と
が

重
要

で
あ

る
。

[男
女

平
等

と
性

教
育

学
習

内
容

の
充

実
]

1
-
2
-
2
-
6

学
校

教
育

課
2

2
○

各
校

性
教

育
が

実
施

さ
れ

て
い

る
。

今
後

、
市

内
先

進
校

の
指

導
計

画
、

指
導

内
容

等
を

共
有

す
る

こ
と

に
よ

り
、

市
内

全
校

の
性

教
育

を
充

実
さ

せ
て

い
く

。

[男
女

平
等

の
視

点
か

ら
進

路
指

導
の

充
実

と
見

直
し

]
1
-
2
-
2
-
7

学
校

教
育

課
1

1
○

今
後

も
更

に
将

来
就

く
職

業
に

お
い

て
男

女
の

区
別

な
く

選
択

で
き

る
こ

と
を

理
解

さ
せ

て
い

く
。

[教
育

現
場

に
お

け
る

名
簿

呼
名

等
の

男
女

平
等

の
視

点
か

ら
の

見
直

し
]

1
-
2
-
2
-
8

学
校

教
育

課
2

2
○

健
康

診
断

や
運

動
能

力
テ

ス
ト

な
ど

男
女

別
に

集
計

結
果

を
出

す
も

の
に

つ
い

て
は

男
女

別
の

名
簿

が
必

要
だ

が
、

そ
れ

以
外

の
も

の
に

つ
い

て
は

男
女

混
合

名
簿

が
使

用
さ

れ
い

る
。

[男
性

の
生

活
自

立
促

進
の

啓
発

及
び

講
座

等
に

よ
る

学
習

機
会

の
提

供
]

[家
庭

教
育

を
担

う
親

を
対

象
と

し
た

講
座

等
に

よ
る

情
報

及
び

学
習

機
会

の
提

供
]

[保
育

士
等

の
研

修
の

充
実

]
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施
策

の
具

体
的

方
向

N
o
.

担
当

課
1
6
年

度
評

価
1
7
年

度
評

価
評

価
↑

評
価

↓
前

年
度

評
価

同
じ

施
策

の
課

題
と

解
決

策
お

よ
び

今
後

の
施

策
の

方
向

性

1
-
2
-
3
-
1

生
涯

学
習

課
2

2
○

今
後

は
男

女
共

同
参

画
の

実
現

に
向

け
た

事
業

を
計

画
し

、
実

施
し

て
い

く
。

1
-
2
-
3
-
1

各
公

民
館

4
4

○
意

識
の

開
発

等
の

講
習

会
の

実
施

に
つ

い
て

は
、

公
民

館
単

独
で

実
施

す
る

の
で

は
な

く
関

係
機

関
の

連
携

が
必

要
だ

と
思

い
ま

す
。

ま
た

、
講

習
会

等
は

大
人

対
象

が
多

い
の

で
、

市
民

の
意

識
付

け
を

す
る

の
に

は
、

中
学

生
か

ら
2
0

代
の

青
年

を
対

象
と

し
た

企
画

を
検

討
し

て
い

き
た

い
と

思
い

ま
す

。

1
-
2
-
3
-
1

地
域

振
興

課
3

3
○

料
理

講
習

会
の

参
加

は
ど

う
し

て
も

女
性

に
偏

り
が

ち
な

た
め

、
で

き
る

だ
け

男
性

に
も

参
加

い
た

だ
け

る
よ

う
な

周
知

を
す

る
。

1
-
2
-
3
-
2

保
健

セ
ン

タ
ー

1
1

○
両

親
学

級
や

育
児

教
室

の
内

容
を

男
性

が
参

加
し

や
す

い
内

容
・
日

時
に

見
直

す
。

1
-
2
-
3
-
2

各
公

民
館

2
4

○
今

後
、

生
涯

学
習

課
・
政

策
課

・
福

祉
関

係
で

対
応

し
て

い
く

必
要

が
あ

り
ま

す
。

1
-
2
-
3
-
2

こ
ど

も
福

祉
課

2
2

○
和

光
市

次
世

代
育

成
支

援
行

動
計

画
に

基
づ

き
、

男
女

共
同

参
画

に
よ

る
子

育
て

に
つ

い
て

の
講

座
や

講
演

会
の

開
催

な
ど

、
父

親
の

子
育

て
へ

の
参

加
と

子
ど

も
の

こ
ろ

か
ら

共
同

し
て

家
事

・
育

児
な

ど
を

行
う

こ
と

の
大

切
さ

に
つ

い
て

の
啓

発
を

進
め

ま
す

。
新

規
事

業
と

し
て

は
、

パ
パ

ネ
ッ

ト
の

構
築

を
検

討
し

ま
す

。
ま

た
、

経
済

的
に

安
心

し
て

育
児

休
業

が
取

得
で

き
る

よ
う

、
育

児
休

業
者

生
活

資
金

融
資

の
活

用
を

促
進

し
ま

す
。

1
-
2
-
3
-
3

地
域

振
興

課
2

2
○

男
女

分
け

隔
て

な
く

、
全

市
民

に
施

策
を

実
施

し
た

い
。

1
-
2
-
3
-
3

勤
労

青
少

年
ホ

ー
ム

1
2

○
男

女
共

同
参

画
の

趣
旨

を
徹

底
し

て
い

き
た

い
。

1
-
2
-
3
-
3

生
涯

学
習

課
2

2
○

今
後

は
男

女
共

同
参

画
の

実
現

に
向

け
た

事
業

を
計

画
し

、
実

施
し

て
い

く
。

1
-
2
-
3
-
3

各
公

民
館

2
2

○
男

女
共

同
参

画
を

拡
充

し
て

い
く

に
は

、
講

座
・
勉

強
会

な
ど

を
開

催
す

る
前

に
、

事
業

を
開

催
し

た
と

き
参

加
者

を
動

員
で

き
る

組
織

の
育

成
が

必
要

で
す

。
民

間
で

組
織

し
た

実
行

委
員

会
等

の
設

置
が

必
要

で
す

。

1
-
2
-
3
-
1

政
策

課
1

1
○

男
女

共
同

参
画

に
関

す
る

情
報

を
、

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

や
お

る
ご

～
る

、
広

報
お

る
ご

～
る

欄
に

掲
載

し
、

啓
発

を
進

め
た

い
。

ま
た

、
男

女
共

同
参

画
の

視
点

に
よ

る
市

刊
行

物
の

表
現

マ
ニ

ュ
ア

ル
を

作
成

に
つ

い
て

検
討

を
進

め
た

い
。

1
-
2
-
3
-
1

各
公

民
館

4
4

○
国

、
県

・
市

等
で

作
ら

れ
た

資
料

だ
け

で
な

く
、

地
域

団
体

で
作

っ
た

民
間

レ
ベ

ル
の

資
料

の
作

成
が

必
要

1
-
2
-
3
-
1

生
涯

学
習

課
4

4
○

今
後

は
男

女
共

同
参

画
の

実
現

に
向

け
た

資
料

の
発

行
や

情
報

を
提

供
し

て
い

く
。

1
-
2
-
3
-
1

保
健

セ
ン

タ
ー

2
2

○
男

女
平

等
教

育
の

視
点

を
持

ち
な

が
ら

資
料

発
行

や
情

報
提

供
に

努
め

る
。

1
-
2
-
3
-
1

図
書

館
2

2
○

こ
れ

ま
で

と
同

様
に

資
料

収
集

を
徹

底
す

る
。

1
-
2
-
3
-
2

学
校

教
育

課
1

1
○

今
後

も
、

計
画

的
に

ま
た

継
続

的
に

関
係

図
書

の
整

備
と

資
料

の
収

集
及

び
提

供
の

推
進

を
図

っ
て

い
く

。

1
-
2
-
3
-
2

地
域

振
興

課
4

4
○

子
ど

も
の

職
業

選
択

に
つ

い
て

は
、

こ
れ

ま
で

採
用

時
の

男
女

格
差

な
ど

が
問

題
と

さ
れ

、
採

用
す

る
側

の
意

識
改

革
が

必
要

と
さ

れ
て

き
た

。
し

か
し

、
近

年
で

は
フ

リ
ー

タ
ー

や
ニ

ー
ト

な
ど

定
職

を
選

ば
な

い
若

者
が

増
加

し
、

就
労

の
ス

タ
イ

ル
が

多
様

化
す

る
中

で
、

男
女

を
問

わ
ず

若
者

全
体

の
就

労
意

欲
の

向
上

も
求

め
ら

れ
る

よ
う

に
な

っ
て

き
た

。
特

に
、

学
校

を
卒

業
す

る
と

就
職

に
関

す
る

情
報

を
得

る
場

が
減

り
、

新
卒

者
に

比
べ

既
卒

者
・
転

職
希

望
者

へ
の

サ
ポ

ー
ト

体
制

は
整

っ
て

い
な

い
。

今
後

は
、

在
校

生
の

具
体

的
な

進
路

指
導

を
行

う
学

校
等

に
対

し
、

地
域

と
し

て
は

既
卒

者
・
転

職
希

望
者

も
含

め
た

就
職

へ
の

悩
み

・
疑

問
に

応
え

ら
れ

る
よ

う
、

労
政

関
係

各
機

関
と

連
携

し
な

が
ら

若
年

者
就

職
支

援
の

た
め

の
事

業
を

行
っ

て
い

き
た

い
。

1
-
2
-
3
-
2

図
書

館
2

2
○

こ
れ

ま
で

と
同

様
に

資
料

収
集

を
徹

底
す

る
。

1
-
2
-
3
-
3

政
策

課
2

2
○

男
女

共
同

参
画

フ
ォ

ー
ラ

ム
は

、
毎

年
、

内
容

は
好

評
で

あ
る

が
、

参
加

者
が

少
な

い
傾

向
に

あ
る

。
今

後
も

市
民

や
事

業
者

の
男

女
共

同
参

画
意

識
の

向
上

を
図

り
つ

つ
、

Ｐ
Ｒ

方
法

を
工

夫
し

て
い

き
た

い
。

講
座

に
つ

い
て

は
、

毎
年

工
夫

を
し

、
市

民
ニ

ー
ズ

に
合

っ
た

も
の

を
実

施
し

て
い

き
た

い
。

1
-
2
-
3
-
3

生
涯

学
習

課
4

4
○

今
後

は
関

係
す

る
団

体
と

の
研

修
会

を
開

催
し

、
学

習
方

法
の

研
究

等
を

深
め

る
こ

と
を

推
進

す
る

。

1
-
2
-
3
-
4

生
涯

学
習

課
2

2
○

今
後

と
も

男
女

共
同

参
画

の
実

現
に

向
け

た
事

業
を

推
進

し
て

い
く

た
め

、
職

員
や

指
導

者
を

研
修

会
等

に
派

遣
し

て
い

く
。

1
-
2
-
3
-
4

保
健

セ
ン

タ
ー

2
2

○
男

女
平

等
教

育
の

視
点

を
持

ち
な

が
ら

資
料

発
行

や
情

報
提

供
に

努
め

る
。

1
-
2
-
3
-
4

各
公

民
館

4
4

○
指

導
者

の
育

成
に

つ
い

て
は

、
生

涯
学

習
課

、
公

民
館

利
用

団
体

・
地

域
団

体
と

連
携

し
て

育
成

し
て

い
く

必
要

が
あ

り
ま

す
。

[講
座

等
に

よ
る

学
習

機
会

の
提

供
（
意

識
の

啓
発

、
生

活
実

技
講

習
、

法
律

等
）
と

拡
充

]

[男
性

を
対

象
と

し
た

家
事

・
育

児
・
介

護
等

に
関

す
る

講
座

実
技

等
の

開
催

]

[講
座

、
勉

強
会

等
に

よ
る

地
域

及
び

生
活

課
題

の
男

女
共

同
参

画
学

習
機

会
の

拡
充

]

[男
女

共
同

参
画

解
決

に
む

け
て

の
資

料
の

発
行

及
び

情
報

提
供

]

[男
女

共
同

参
画

解
決

に
む

け
て

の
資

料
の

発
行

及
び

情
報

提
供

]

[子
ど

も
の

職
業

選
択

等
進

路
指

導
情

報
の

提
供

]

[男
女

共
同

参
画

問
題

の
学

習
方

法
の

研
究

及
び

援
助

の
充

実
]

[社
会

教
育

関
係

職
員

や
指

導
者

の
育

成
及

び
推

進
体

制
の

整
備

]
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施
策

の
具

体
的

方
向

N
o
.

担
当

課
1
6
年

度
評

価
1
7
年

度
評

価
評

価
↑

評
価

↓
前

年
度

評
価

同
じ

施
策

の
課

題
と

解
決

策
お

よ
び

今
後

の
施

策
の

方
向

性

1
-
2
-
3
-
5

生
涯

学
習

課
1

1
○

今
後

は
男

女
共

同
参

画
の

実
現

に
向

け
た

事
業

を
計

画
し

、
実

施
し

て
い

く
。

1
-
2
-
3
-
5

各
公

民
館

4
4

○
利

用
者

の
意

見
を

参
考

と
し

て
、

施
設

の
整

備
を

進
め

て
い

き
ま

す
。

1
-
2
-
3
-
5

図
書

館
3

3
○

今
後

は
、

男
女

ト
イ

レ
に

ベ
ビ

ー
キ

ー
プ

や
授

乳
室

を
設

置
す

る
こ

と
を

検
討

し
て

い
く

。

[社
会

教
育

施
設

、
社

会
教

育
関

連
施

設
等

の
整

備
・
充

実
]

1
-
2
-
3
-
5

地
域

振
興

課
2

2
○

講
座

は
ス

ポ
ー

ツ
や

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

を
始

め
る

き
っ

か
け

と
し

て
有

効
な

の
で

、
今

後
も

引
き

続
き

親
し

み
や

す
い

内
容

を
企

画
し

、
ジ

ム
利

用
者

の
み

な
ら

ず
多

く
の

市
民

に
利

用
さ

れ
る

施
設

運
営

を
目

指
す

。
各

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

ー
セ

ン
タ

ー
で

催
さ

れ
て

い
る

講
座

ま
た

は
自

主
教

室
に

つ
い

て
は

、
男

女
と

も
に

参
加

で
き

る
内

容
の

も
の

が
多

く
な

っ
て

い
る

。
地

域
セ

ン
タ

ー
に

お
い

て
は

登
録

団
体

等
の

使
用

が
多

く
、

そ
の

内
容

に
つ

い
て

も
男

女
共

通
の

も
の

が
あ

る
。

両
施

設
と

も
、

こ
れ

か
ら

も
地

域
住

民
の

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

ー
の

場
と

し
て

親
し

ま
れ

、
活

用
さ

れ
る

よ
う

目
指

す
。

[地
域

社
会

活
動

拠
点

設
置

の
検

討
]

1
-
2
-
3
-
6

政
策

課
1

2
○

男
女

共
同

参
画

関
連

団
体

が
利

用
で

き
る

場
と

し
て

、
総

合
福

祉
会

館
3
階

図
書

コ
ー

ナ
ー

等
の

充
実

を
図

っ
て

い
き

た
い

。

[男
女

平
等

と
性

教
育

学
習

内
容

の
研

究
充

実
]

1
-
3
-
1
-
1

学
校

教
育

課
2

2
○

各
校

に
お

け
る

実
践

に
つ

い
て

情
報

交
換

し
、

各
校

に
お

い
て

実
施

内
容

の
充

実
を

図
る

。
校

内
研

修
の

活
性

化
の

た
め

、
各

種
研

究
会

研
修

会
へ

の
参

加
を

奨
励

す
る

。

1
-
3
-
1
-
2

学
校

教
育

課
2

2
○

学
校

の
相

談
室

経
営

の
充

実
に

よ
る

、
児

童
生

徒
が

相
談

し
や

す
い

環
境

作
り

。
教

職
員

と
学

校
相

談
員

、
学

校
と

子
ど

も
祖

相
談

室
等

関
連

機
関

同
士

の
連

携
。

家
庭

教
育

等
児

童
生

徒
の

保
護

者
へ

の
支

援
、

指
導

、
助

言
の

あ
り

方
。

相
談

者
の

個
人

情
報

の
保

持
。

1
-
3
-
1
-
2

保
健

セ
ン

タ
ー

1
1

○
学

校
教

育
や

関
係

機
関

と
連

携
し

な
が

ら
思

春
期

相
談

・
性

教
育

相
談

事
業

の
推

進
に

努
め

る

1
-
3
-
2
-
1

政
策

課
2

2
○

地
道

な
取

り
組

み
だ

が
、

少
し

づ
つ

広
報

が
変

化
し

て
き

て
い

る
(表

紙
に

女
性

が
起

用
さ

れ
る

こ
と

が
多

く
な

っ
た

り
、

イ
ラ

ス
ト

に
も

配
慮

が
み

ら
れ

る
)。

今
後

は
、

刊
行

物
の

発
行

マ
ニ

ュ
ア

ル
を

作
成

し
、

男
女

共
同

参
画

の
視

点
に

配
慮

さ
れ

た
刊

行
物

の
発

行
を

進
め

て
い

き
た

い
。

1
-
3
-
2
-
1

市
政

情
報

課
1

1
○

広
報

紙
の

発
行

に
お

い
て

考
え

る
べ

き
こ

と
と

し
て

、
文

章
表

現
・
カ

ッ
ト

（
イ

ラ
ス

ト
）

の
活

用
時

の
配

慮
が

揚
げ

ら
れ

る
。

男
女

共
同

参
画

の
視

点
を

持
っ

て
、

文
章

の
校

正
、

カ
ッ

ト
の

選
択

な
ど

を
今

後
も

継
続

し
て

配
慮

し
て

い
き

た
い

。
ま

た
、

男
女

共
同

参
画

の
施

策
に

つ
い

て
、

市
民

が
理

解
し

や
す

く
、

分
か

り
や

す
い

記
事

を
掲

載
で

き
る

よ
う

、
企

画
・
構

成
に

つ
い

て
も

努
め

て
い

き
た

い
。

1
-
3
-
2
-
2

政
策

課
1

3
○

平
成

1
8
年

度
か

ら
は

、
メ

デ
ィ

ア
に

お
け

る
啓

発
を

情
報

紙
や

フ
ォ

ー
ラ

ム
な

ど
で

行
っ

て
い

き
た

い
。

1
-
3
-
2
-
2

保
健

セ
ン

タ
ー

3
3

○
平

成
1
7
年

度
は

性
の

商
品

化
や

売
春

防
止

の
た

め
の

具
体

的
な

事
業

は
実

施
し

て
お

ら
ず

、
今

後
、

学
校

教
育

や
関

係
機

関
と

の
連

携
が

必
要

で
あ

り
、

ど
の

よ
う

な
形

で
実

施
し

て
い

く
か

が
課

題
で

あ
る

。

1
-
3
-
2
-
2

生
涯

学
習

課
1

1
○

青
少

年
の

健
全

育
成

は
市

及
び

市
民

全
体

で
取

り
組

む
べ

き
重

要
な

施
策

で
あ

る
の

で
、

今
後

も
啓

発
活

動
を

推
進

す
る

。

1
-
3
-
2
-
3

政
策

課
1

1
○

平
成

1
8
年

度
か

ら
は

、
メ

デ
ィ

ア
に

お
け

る
啓

発
を

情
報

紙
や

フ
ォ

ー
ラ

ム
な

ど
で

行
っ

て
い

き
た

い
。

1
-
3
-
2
-
3

生
涯

学
習

課
1

1
○

今
後

も
、

青
少

年
育

成
推

進
員

の
活

動
を

中
心

に
、

青
少

年
を

取
り

巻
く

社
会

環
境

の
浄

化
活

動
を

推
進

す
る

。

1
-
4
-
1
-
1

保
健

セ
ン

タ
ー

4
1

○
リ

プ
ロ

ダ
ク

テ
ィ

ブ
・
ヘ

ル
ス

/
ラ

イ
ツ

は
女

性
に

と
っ

て
重

要
な

権
利

、
今

後
、

H
IV

、
性

感
染

症
等

に
つ

い
て

も
意

識
の

啓
発

を
進

め
る

。

1
-
4
-
1
-
1

政
策

課
1

1
○

今
後

も
性

に
関

す
る

講
座

等
を

実
施

し
、

啓
発

を
進

め
て

い
き

た
い

。

1
-
4
-
1
-
1

生
涯

学
習

課
4

4
○

今
後

は
男

女
共

同
参

画
の

実
現

に
向

け
た

事
業

を
計

画
し

、
実

施
し

て
い

く
。

1
-
4
-
2
-
1

政
策

課
1

2
○

　
今

後
も

条
例

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

の
み

な
ら

ず
、

様
々

な
啓

発
物

に
よ

り
意

識
浸

透
を

図
っ

て
い

き
た

い
。

1
-
4
-
2
-
1

保
健

セ
ン

タ
ー

4
2

○
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
の

配
布

、
資

料
の

配
布

に
よ

る
啓

発
に

努
め

る
。

1
-
4
-
2
-
1

社
会

福
祉

課
3

3
○

小
冊

子
を

窓
口

に
お

い
て

、
啓

発
に

努
め

て
い

く
。

[性
の

商
品

化
防

止
に

関
す

る
啓

発
及

び
売

買
春

防
止

に
関

す
る

啓
発

(講
座

・
ポ

ス
タ

ー
等

)]

[民
間

刊
行

物
等

メ
デ

ィ
ア

に
よ

る
男

女
平

等
意

識
の

啓
発

・
協

力
要

請
]

[リ
プ

ロ
ダ

ク
テ

ィ
ブ

・
ヘ

ル
ス

/
ラ

イ
ツ

に
関

す
る

講
座

・
冊

子
等

に
よ

る
知

識
の

啓
発

]

[講
座

・
ポ

ス
タ

ー
等

に
よ

る
女

性
に

対
す

る
暴

力
と

性
犯

罪
を

防
止

す
る

意
識

の
啓

発
]

[社
会

教
育

施
設

、
社

会
教

育
関

連
施

設
等

の
整

備
・
充

実
]

[思
春

期
対

象
の

性
教

育
、

相
談

事
業

の
推

進
]

[行
政

発
行

物
に

お
け

る
男

女
平

等
の

視
点

の
啓

発
]
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施
策

の
具

体
的

方
向

N
o
.

担
当

課
1
6
年

度
評

価
1
7
年

度
評

価
評

価
↑

評
価

↓
前

年
度

評
価

同
じ

施
策

の
課

題
と

解
決

策
お

よ
び

今
後

の
施

策
の

方
向

性

1
-
4
-
2
-
2

政
策

課
1

3
○

平
成

1
8
年

度
以

降
は

、
セ

ク
シ

ュ
ア

ル
・
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
に

関
す

る
講

座
に

つ
い

て
も

実
施

を
検

討
し

て
い

き
た

い
。

1
-
4
-
2
-
2

地
域

振
興

課
4

4
○

セ
ク

シ
ュ

ア
ル

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

の
問

題
に

限
ら

ず
、

講
座

へ
の

参
加

者
は

テ
ー

マ
に

関
し

て
あ

る
程

度
問

題
意

識
が

育
っ

た
段

階
の

市
民

で
あ

る
と

思
わ

れ
る

。
全

体
と

し
て

の
意

識
啓

発
の

た
め

に
は

、
講

座
に

足
を

運
ぶ

に
至

ら
な

い
、

大
多

数
の

市
民

に
働

き
か

け
る

こ
と

が
重

要
で

あ
る

。
ま

ず
は

、
日

常
的

に
目

に
触

れ
や

す
い

ポ
ス

タ
ー

や
チ

ラ
シ

・
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
な

ど
を

、
主

体
と

し
な

が
ら

啓
発

活
動

に
努

め
て

い
き

た
い

。

1
-
4
-
2
-
3

政
策

課
1

3
○

平
成

1
8
年

度
以

降
は

、
Ｄ

Ｖ
及

び
セ

ク
シ

ュ
ア

ル
・
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
に

関
す

る
講

座
に

つ
い

て
も

実
施

を
検

討
し

て
い

き
た

い
。

1
-
4
-
2
-
3

生
涯

学
習

課
4

4
○

今
後

は
、

人
権

啓
発

教
育

を
実

施
し

、
セ

ク
シ

ュ
ア

ル
・
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
の

正
し

い
理

解
と

防
止

を
図

っ
て

い
く

。

1
-
4
-
2
-
3

地
域

振
興

課
4

4
○

全
体

と
し

て
の

意
識

啓
発

の
た

め
に

は
、

よ
り

大
多

数
の

市
民

に
働

き
か

け
る

こ
と

が
重

要
で

あ
る

。
日

常
的

に
目

に
触

れ
や

す
い

ポ
ス

タ
ー

や
チ

ラ
シ

・
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
な

ど
を

、
主

体
と

し
な

が
ら

啓
発

活
動

に
努

め
て

い
き

た
い

。
研

修
や

相
談

体
制

の
整

備
に

つ
い

て
は

、
他

の
部

署
の

事
業

と
の

調
整

を
要

す
る

。

[多
様

な
保

育
の

実
施

等
に

よ
る

保
育

・
保

護
内

容
の

充
実

]
2
-
1
-
1
-
1

こ
ど

も
福

祉
課

1
1

○
和

光
市

次
世

代
育

成
支

援
行

動
計

画
に

基
づ

い
て

、
深

夜
勤

務
、

交
替

制
な

ど
の

就
労

形
態

に
あ

る
保

護
者

の
保

育
ニ

ー
ズ

に
対

応
で

き
る

よ
う

、
一

時
保

育
、

休
日

保
育

、
病

後
時

保
育

な
ど

多
様

な
保

育
サ

ー
ビ

ス
の

充
実

を
図

り
ま

す
。

ま
た

、
子

育
て

応
援

企
業

を
指

定
し

、
広

く
広

報
活

動
を

行
い

、
企

業
に

お
け

る
啓

発
を

進
め

ま
す

。

2
-
1
-
1
-
2

学
校

教
育

課
2

2
○

今
後

も
女

性
教

育
相

談
員

を
登

用
し

て
い

く
。

2
-
1
-
1
-
2

保
健

セ
ン

タ
ー

2
2

○
研

修
会

等
の

参
加

に
よ

り
担

当
者

の
資

質
の

向
上

に
努

め
る

。

2
-
1
-
1
-
2

政
策

課
1

1
○

男
女

共
同

参
画

は
、

多
岐

に
わ

た
る

課
題

で
あ

る
た

め
、

施
策

を
実

施
す

る
担

当
者

の
育

成
が

非
常

に
重

要
で

あ
る

。
今

後
も

積
極

的
に

研
修

に
参

加
し

、
担

当
者

の
質

向
上

に
努

め
た

い
。

[保
育

施
設

・
児

童
セ

ン
タ

ー
、

学
童

保
育

ク
ラ

ブ
の

充
実

]
2
-
1
-
1
-
3

こ
ど

も
福

祉
課

1
1

○
和

光
市

次
世

代
育

成
支

援
行

動
計

画
に

基
づ

き
、

●
保

育
事

業
の

充
実

(6
0
名

定
員

新
設

ひ
ろ

さ
わ

、
に

い
く

ら
建

替
)、

●
延

長
保

育
の

充
実

(全
園

で
実

施
)、

休
日

保
育

の
充

実
(全

園
で

実
施

)●
放

課
後

児
童

健
全

育
成

事
業

の
充

実
(定

員
の

弾
力

的
受

け
入

れ
・
学

校
、

学
級

閉
鎖

時
の

受
入

)、
●

乳
幼

児
健

康
支

援
一

時
預

か
り

事
業

(病
後

時
保

育
)の

(仮
)こ

ど
も

総
合

施
設

で
の

実
施

を
検

討
、

●
子

育
て

短
期

支
援

の
(仮

)こ
ど

も
総

合
施

設
で

の
実

施
を

検
討

、
●

地
域

子
育

て
支

援
セ

ン
タ

ー
事

業
の

(仮
)こ

ど
も

総
合

施
設

で
の

拡
充

を
検

討
、

●
つ

ど
い

の
広

場
事

業
の

児
童

セ
ン

タ
ー

で
の

実
施

3
ヶ

所
を

検
討

、
●

子
ど

も
・
子

育
て

に
関

わ
る

中
高

生
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
を

育
成

し
、

保
育

園
や

保
育

ク
ラ

ブ
な

ど
で

活
動

機
会

を
提

供
す

る
な

ど
の

支
援

を
進

め
ま

す
。

2
-
1
-
1
-
4

こ
ど

も
福

祉
課

1
1

○
和

光
市

次
世

代
育

成
支

援
行

動
計

画
の

、
こ

ど
も

総
合

施
設

整
備

・
実

施
、

児
童

セ
ン

タ
ー

で
の

つ
ど

い
の

広
場

事
業

実
施

等
推

進

2
-
1
-
1
-
4

教
育

総
務

課
3

3
○

学
校

の
修

繕
計

画
を

す
る

う
え

で
、

女
性

職
員

の
意

見
採

用
が

少
な

い
。

今
後

は
、

女
性

職
員

の
意

見
を

よ
り

多
く

取
り

入
れ

て
い

き
た

い
。

そ
し

て
、

快
適

な
施

設
整

備
を

進
め

、
子

育
て

支
援

を
し

て
い

き
た

い
。

2
-
1
-
1
-
4

道
路

安
全

課
2

2
○

現
在

(H
1
6
～

H
1
7
年

度
）
で

、
和

光
市

道
路

整
備

基
本

計
画

で
策

定
中

で
す

。
こ

の
計

画
は

、
和

光
市

の
道

路
の

整
備

を
中

長
期

的
な

展
望

に
立

っ
て

計
画

を
策

定
す

る
も

の
で

す
。

こ
の

中
で

、
歩

行
者

の
安

全
対

策
と

し
て

歩
道

整
備

に
つ

い
て

も
計

画
の

中
で

検
討

し
て

い
ま

す
。

2
-
1
-
1
-
5

こ
ど

も
福

祉
課

1
1

○
相

談
に

つ
い

て
は

、
ケ

ー
ス

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

機
関

と
し

て
の

市
役

所
内

で
の

連
携

体
制

、
位

置
づ

け
強

化
を

図
り

た
い

。

2
-
1
-
1
-
5

保
健

セ
ン

タ
ー

1
1

○
男

女
共

同
参

画
の

視
点

を
持

ち
な

が
ら

育
児

相
談

、
相

談
支

援
体

制
の

充
実

に
努

め
る

。

2
-
1
-
1
-
6

こ
ど

も
福

祉
課

2
2

○
和

光
市

次
世

代
育

成
支

援
行

動
計

画
に

基
づ

い
て

、
育

児
負

担
の

軽
減

を
図

り
ま

す
。

2
-
1
-
1
-
6

保
健

セ
ン

タ
ー

2
2

○
育

児
負

担
軽

減
た

め
の

相
談

支
援

体
制

の
充

実
・
関

係
機

関
と

の
連

携
に

努
め

る
。

2
-
1
-
1
-
7

こ
ど

も
福

祉
課

2
2

○
虐

待
に

つ
い

て
の

相
談

、
電

話
通

報
、

児
童

虐
待

防
止

相
談

の
周

知
と

活
用

を
促

進
し

、
児

童
保

護
の

必
要

な
家

庭
の

相
談

に
応

じ
、

関
係

機
関

と
連

携
し

て
児

童
処

遇
の

改
善

を
図

る
と

と
も

に
子

ど
も

の
人

権
を

守
り

ま
す

。

2
-
1
-
1
-
7

保
健

セ
ン

タ
ー

2
2

○
虐

待
予

防
の

視
点

で
母

子
保

健
事

業
に

取
り

組
み

、
関

係
機

関
と

の
連

携
に

努
め

る
。

2
-
1
-
1
-
7

学
校

教
育

課
2

2
○

今
後

も
、

福
祉

教
育

副
読

本
の

使
用

に
よ

る
学

習
を

継
続

し
て

実
施

し
、

「
み

ん
な

と
生

き
る

笑
顔

の
ま

ち
和

光
」
づ

く
り

を
目

指
し

た
教

育
を

実
践

し
て

い
く

。

[育
児

負
担

軽
減

の
た

め
の

相
談

等
支

援
体

制
の

充
実

]

[虐
待

等
に

関
す

る
相

談
等

支
援

体
制

の
充

実
]

[講
座

等
に

よ
る

セ
ク

シ
ュ

ア
ル

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

に
対

す
る

意
識

啓
発

]

[研
修

・
相

談
等

に
よ

る
セ

ク
シ

ュ
ア

ル
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
の

正
し

い
理

解
と

防
止

策
の

推
進

]

[研
修

等
に

よ
る

担
当

者
の

資
質

向
上

]

[育
児

相
談

、
指

導
体

制
の

整
備

の
充

実
]

[公
共

施
設

の
整

備
(公

園
・
道

路
等

)]
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施
策

の
具

体
的

方
向

N
o
.

担
当

課
1
6
年

度
評

価
1
7
年

度
評

価
評

価
↑

評
価

↓
前

年
度

評
価

同
じ

施
策

の
課

題
と

解
決

策
お

よ
び

今
後

の
施

策
の

方
向

性

2
-
1
-
2
-
1

社
会

福
祉

課
1

1
○

福
祉

施
策

の
改

革
が

予
定

さ
れ

て
お

り
、

障
害

者
ケ

ア
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
等

の
導

入
を

活
用

し
、

質
の

高
い

相
談

、
サ

ー
ビ

ス
等

支
援

体
制

の
整

備
に

取
り

組
ん

で
い

き
た

い
。

2
-
1
-
2
-
1

長
寿

あ
ん

し
ん

課
2

1
○

今
後

も
、

在
宅

介
護

の
相

談
、

サ
ー

ビ
ス

・
啓

発
等

援
助

体
制

の
充

実
を

図
っ

て
い

く
。

2
-
1
-
2
-
1

保
健

セ
ン

タ
ー

2
2

○
高

齢
者

の
在

宅
介

護
に

お
い

て
は

、
介

護
保

険
の

導
入

に
よ

り
、

支
援

体
制

の
充

実
が

図
ら

れ
て

き
て

い
る

。
（
相

談
の

窓
口

は
長

寿
あ

ん
し

ん
課

と
な

っ
て

い
る

）
。

障
害

児
・
者

、
高

齢
者

等
の

介
護

の
中

心
と

な
る

人
の

多
く

が
妻

や
娘

、
母

親
で

あ
り

、
男

女
格

差
が

著
明

で
あ

る
。

そ
の

た
め

、
教

育
・
啓

発
活

動
が

重
要

で
あ

る
。

[ホ
ー

ム
ヘ

ル
パ

ー
の

派
遣

、
入

浴
サ

ー
ビ

ス
、

訪
問

看
護

の
充

実
]

2
-
1
-
2
-
2

社
会

福
祉

課
1

1
○

福
祉

施
策

の
改

革
が

予
定

さ
れ

て
お

り
、

障
害

者
及

び
介

護
者

の
生

活
の

質
の

向
上

を
目

指
し

、
新

し
い

法
的

サ
ー

ビ
ス

及
び

市
の

独
自

サ
ー

ビ
ス

の
整

備
に

取
り

組
ん

で
い

き
た

い
。

[短
期

間
入

所
制

度
の

充
実

]
2
-
1
-
2
-
3

社
会

福
祉

課
1

1
○

障
害

者
自

立
支

援
法

の
施

行
に

よ
り

、
身

体
、

知
的

、
精

神
の

３
障

害
を

統
一

し
た

新
し

い
サ

ー
ビ

ス
体

系
に

基
づ

く
短

期
入

所
サ

ー
ビ

ス
を

実
施

し
て

い
く

予
定

で
あ

る
。

2
-
1
-
2
-
4

長
寿

あ
ん

し
ん

課
2

1
○

今
後

も
介

護
施

設
、

高
齢

者
福

祉
施

設
の

整
備

を
図

っ
て

い
く

。

2
-
1
-
2
-
4

社
会

福
祉

課
1

1
○

福
祉

施
策

の
改

革
が

予
定

さ
れ

て
お

り
、

障
害

者
の

就
労

促
進

及
び

障
害

者
・
介

護
者

双
方

の
生

活
の

質
の

向
上

を
目

指
し

、
新

し
い

法
的

サ
ー

ビ
ス

及
び

市
の

独
自

サ
ー

ビ
ス

の
整

備
に

取
り

組
ん

で
い

き
た

い
。

[ひ
と

り
、

痴
呆

、
身

体
及

び
知

的
等

障
害

が
あ

る
(児

)者
、

虚
弱

高
齢

者
の

実
態

把
握

]
2
-
1
-
3
-
3

社
会

福
祉

課
1

1
○

障
害

者
自

立
支

援
法

の
施

行
に

よ
り

、
1
8
年

度
中

に
障

害
福

祉
計

画
を

策
定

す
る

が
、

こ
の

中
で

市
民

ア
ン

ケ
ー

ト
を

実
施

し
て

、
障

害
福

祉
サ

ー
ビ

ス
等

に
係

る
ニ

ー
ズ

の
適

正
な

把
握

に
取

り
組

む
予

定
で

あ
る

。

2
-
1
-
3
-
4

地
域

振
興

課
1

1
○

特
に

法
律

相
談

の
中

で
離

婚
問

題
等

が
多

い
た

め
、

女
性

相
談

員
の

確
保

を
し

て
い

き
た

い
。

2
-
1
-
3
-
4

社
会

福
祉

課
1

1
○

障
害

者
自

立
支

援
法

の
施

行
に

よ
り

、
平

成
1
8
年

1
0
月

1
日

か
ら

各
市

町
村

に
よ

る
制

度
の

充
実

が
求

め
ら

れ
て

い
る

た
め

、
障

害
者

地
域

生
活

支
援

セ
ン

タ
ー

の
組

織
を

整
備

し
、

相
談

体
制

の
充

実
や

ケ
ア

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

の
導

入
等

に
に

よ
る

生
活

支
援

に
取

り
組

ん
で

い
き

た
い

。

2
-
1
-
3
-
4

長
寿

あ
ん

し
ん

課
1

1
○

今
後

も
介

護
を

す
る

上
で

抱
え

る
相

談
に

応
じ

れ
る

体
制

づ
く

り
を

推
進

し
て

い
き

た
い

。

2
-
1
-
3
-
4

保
健

セ
ン

タ
ー

2
2

○
高

齢
者

、
身

体
お

よ
び

知
的

等
心

身
に

障
害

の
あ

る
児

者
等

の
相

談
体

制
の

充
実

、
関

係
機

関
と

の
連

携
に

努
め

る
。

[家
庭

生
活

に
関

す
る

相
談

事
業

の
推

進
]

2
-
1
-
3
-
5

政
策

課
2

2
○

平
成

1
9
年

度
以

降
に

お
い

て
は

、
女

性
相

談
Ｐ

Ｒ
を

進
め

る
た

め
、

P
R

カ
ー

ド
の

作
成

に
つ

い
て

検
討

し
て

い
き

た
い

。

2
-
1
-
3
-
6

地
域

振
興

課
2

2
○

今
後

相
談

日
を

週
４

日
か

ら
５

日
に

増
や

し
て

、
男

女
問

わ
ず

市
民

が
相

談
し

や
す

い
体

制
を

整
え

る
。

2
-
1
-
3
-
6

政
策

課
2

2
○

女
性

の
様

々
な

ラ
イ

フ
ス

タ
イ

ル
に

応
じ

た
悩

み
(昨

今
、

Ｄ
Ｖ

被
害

が
深

刻
)を

受
け

付
け

る
相

談
窓

口
を

設
置

し
、

専
門

の
心

理
カ

ウ
ン

セ
ラ

ー
に

よ
る

ア
ド

バ
イ

ス
で

本
来

の
い

き
い

き
し

た
生

活
を

取
り

戻
し

、
両

性
の

共
同

参
画

を
よ

り
実

現
さ

せ
る

。

2
-
1
-
3
-
6

こ
ど

も
福

祉
課

2
2

○
和

光
市

次
世

代
育

成
支

援
行

動
計

画
に

基
づ

い
て

、
女

性
相

談
の

充
実

を
図

り
ま

す
。

2
-
1
-
3
-
6

保
健

セ
ン

タ
ー

1
1

○
女

性
・
母

子
相

談
の

充
実

に
努

め
る

。

[情
報

提
供

に
よ

る
高

齢
者

就
労

機
会

の
拡

大
促

進
]

2
-
1
-
3
-
7

地
域

振
興

課
3

3
○

必
要

と
す

る
情

報
が

複
数

個
所

に
点

在
す

る
こ

と
は

、
市

民
の

立
場

か
ら

は
利

用
し

に
く

い
も

の
と

な
る

の
で

、
新

た
に

情
報

提
供

事
業

を
開

始
す

る
よ

り
も

、
ハ

ロ
ー

ワ
ー

ク
や

シ
ル

バ
ー

人
材

セ
ン

タ
ー

な
ど

、
す

で
に

存
在

す
る

機
関

と
の

連
携

と
情

報
の

交
換

を
密

に
す

る
こ

と
で

対
応

し
て

い
き

た
い

。

[障
害

の
あ

る
者

へ
の

対
策

]
2
-
1
-
3
-
8

社
会

福
祉

課
1

1
○

障
害

者
自

立
支

援
法

の
施

行
に

よ
り

、
障

害
者

及
び

介
護

者
の

生
活

の
質

の
向

上
を

目
指

し
、

新
し

い
法

的
サ

ー
ビ

ス
及

び
1
0
月

1
日

か
ら

の
市

の
独

自
の

サ
ー

ビ
ス

の
整

備
に

取
り

組
ん

で
い

き
た

い
。

[早
期

年
金

加
入

の
促

進
]

2
-
1
-
3
-
9

保
険

医
療

課
3

3
○

法
廷

受
託

事
務

で
あ

る
た

め
市

独
自

の
方

向
性

は
出

せ
な

い
(日

本
国

内
に

住
む

２
０

歳
以

上
６

０
歳

未
満

の
す

べ
て

の
人

が
対

象
で

あ
り

、
国

民
年

金
制

度
を

男
女

共
同

参
画

の
視

点
で

は
捉

え
ず

ら
い

)が
、

男
女

別
で

数
値

把
握

が
で

き
る

も
の

に
つ

い
て

は
対

応
し

て
い

き
た

い
。

[家
庭

生
活

に
関

す
る

法
律

や
制

度
の

情
報

提
供

]
2
-
1
-
3
-
1
0

政
策

課
1

2
○

和
光

市
男

女
共

同
参

画
推

進
条

例
、

男
女

共
同

参
画

社
会

基
本

法
、

埼
玉

県
男

女
共

同
参

画
推

進
条

例
等

家
庭

生
活

に
関

連
し

た
法

律
や

制
度

に
つ

い
て

、
情

報
紙

や
広

報
等

を
通

じ
て

広
く

周
知

し
て

い
く

。

[各
分

野
の

専
門

家
に

よ
る

相
談

事
業

の
充

実
]

[女
性

相
談

窓
口

の
充

実
]

[在
宅

介
護

の
相

談
、

サ
ー

ビ
ス

・
啓

発
等

援
助

体
制

の
充

実
]

[介
護

施
設

・
高

齢
者

福
祉

施
設

の
整

備
・
充

実
]
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施
策

の
具

体
的

方
向

N
o
.

担
当

課
1
6
年

度
評

価
1
7
年

度
評

価
評

価
↑

評
価

↓
前

年
度

評
価

同
じ

施
策

の
課

題
と

解
決

策
お

よ
び

今
後

の
施

策
の

方
向

性

[母
子

保
健

対
策

の
充

実
]

2
-
2
-
1
-
1

保
健

セ
ン

タ
ー

2
2

○
母

親
学

級
（
両

親
学

級
）
、

育
児

教
室

、
乳

幼
児

健
診

、
妊

産
婦

・
新

生
児

訪
問

、
育

児
相

談
等

の
母

子
保

健
事

業
の

充
実

に
努

め
る

。

2
-
2
-
1
-
2

こ
ど

も
福

祉
課

2
2

○
和

光
市

次
世

代
育

成
支

援
行

動
計

画
に

基
づ

き
、

家
庭

相
談

室
や

子
ど

も
電

話
相

談
の

相
談

員
の

育
成

や
各

関
係

機
関

と
の

連
携

を
図

り
ま

す
。

2
-
2
-
1
-
2

保
健

セ
ン

タ
ー

2
2

○
母

親
学

級
（
両

親
学

級
）
、

育
児

教
室

、
乳

幼
児

健
診

、
妊

産
婦

・
新

生
児

訪
問

、
育

児
相

談
等

の
母

子
保

健
事

業
の

充
実

に
努

め
る

。
母

親
学

級
（
両

親
学

級
）
の

土
日

開
催

の
検

討
。

2
-
2
-
1
-
2

政
策

課
2

2
○

深
刻

な
Ｄ

Ｖ
被

害
が

急
増

、
Ｄ

Ｖ
防

止
法

が
施

行
さ

れ
る

な
ど

一
時

保
護

・
避

難
の

支
援

体
制

と
し

て
、

相
談

窓
口

を
設

置
し

、
被

害
女

性
の

自
立

を
支

援
す

る
。

女
性

が
い

き
い

き
で

き
る

生
活

を
取

り
戻

し
、

男
女

が
共

に
安

心
・

自
立

で
き

る
共

同
参

画
社

会
を

実
現

さ
せ

る
。

[母
子

医
療

制
度

の
向

上
]

2
-
2
-
1
-
3

こ
ど

も
福

祉
課

1
1

○
市

に
期

待
す

る
子

育
て

支
援

で
も

っ
と

も
割

合
が

高
い

の
は

、
経

済
的

負
担

の
軽

減
で

あ
る

た
め

、
子

ど
も

の
養

育
・

教
育

に
か

か
わ

る
経

済
的

負
担

の
軽

減
を

図
り

ま
す

。

2
-
2
-
1
-
4

学
校

教
育

課
2

2
○

中
学

校
に

お
け

る
幼

児
、

乳
児

ふ
れ

あ
い

教
育

の
定

着
。

薬
物

乱
用

防
止

教
室

、
喫

煙
防

止
教

室
等

の
健

康
教

育
の

充
実

。

2
-
2
-
1
-
4

保
健

セ
ン

タ
ー

2
2

○
母

親
学

級
（
両

親
学

級
）
、

育
児

教
室

、
乳

幼
児

健
診

、
妊

産
婦

・
新

生
児

訪
問

、
育

児
相

談
等

の
母

子
保

健
事

業
の

充
実

に
努

め
る

。
成

老
人

対
象

の
健

康
教

育
・
相

談
で

は
、

対
象

者
と

な
る

人
を

選
定

し
参

加
を

促
す

と
共

に
、

継
続

し
た

相
談

が
で

き
る

よ
う

に
す

る
。

[学
校

教
育

・
講

座
等

に
よ

る
生

涯
を

通
じ

た
母

性
機

能
の

重
要

性
の

啓
発

及
び

健
康

相
談

]
2
-
2
-
1
-
5

保
健

セ
ン

タ
ー

2
2

○
今

後
、

学
校

教
育

や
関

係
機

関
と

の
連

携
の

も
と

、
ど

の
よ

う
な

形
で

生
涯

を
通

じ
た

母
性

機
能

の
重

要
性

の
啓

発
を

お
こ

な
っ

て
い

く
か

が
課

題
で

あ
る

。

2
-
2
-
1
-
6

保
健

セ
ン

タ
ー

2
2

○
エ

イ
ズ

・
性

感
染

症
・
薬

物
乱

用
防

止
等

の
ポ

ス
タ

ー
や

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

に
よ

る
啓

発
を

す
す

め
る

。
保

健
所

や
関

係
機

関
と

連
携

し
た

相
談

支
援

、
講

座
の

開
催

。

2
-
2
-
1
-
6

生
涯

学
習

課
4

4
○

今
後

は
、

関
係

機
関

・
団

体
等

と
連

携
し

て
、

啓
発

活
動

を
推

進
し

て
い

く
。

2
-
2
-
1
-
6

政
策

課
1

3
○

性
の

商
品

化
、

エ
イ

ズ
、

性
感

染
症

、
薬

物
乱

用
防

止
に

つ
い

て
の

周
知

は
今

後
も

徹
底

す
べ

き
で

あ
る

た
め

、
実

態
把

握
、

情
報

提
供

を
徹

底
し

て
い

き
た

い
。

2
-
2
-
2
-
1

保
健

セ
ン

タ
ー

2
2

○
男

性
、

女
性

と
も

に
生

涯
に

わ
た

っ
て

健
康

を
維

持
で

き
る

よ
う

、
各

種
健

(検
)診

の
充

実
を

図
る

。

2
-
2
-
2
-
1

保
険

医
療

課
2

2
○

人
間

ド
ッ

ク
検

診
費

の
助

成
事

業
は

、
国

民
健

康
保

険
法

第
８

２
条

に
基

づ
き

国
保

に
加

入
し

て
い

る
人

を
対

象
に

、
健

康
の

保
持

増
進

の
た

め
に

実
施

し
て

い
る

事
業

で
あ

り
、

男
女

共
同

参
画

の
視

点
で

捉
え

ず
ら

い
。

[指
導

・
相

談
等

に
よ

る
生

活
習

慣
病

予
防

対
策

の
充

実
]

2
-
2
-
2
-
2

保
健

セ
ン

タ
ー

2
2

○
圧

倒
的

に
女

性
の

相
談

が
多

く
、

男
性

の
相

談
者

が
少

な
い

。
特

に
退

職
後

の
男

性
は

様
々

な
健

康
問

題
を

抱
え

て
い

る
に

も
か

か
わ

ら
ず

、
相

談
す

る
場

所
も

な
く

、
放

置
し

て
い

る
ケ

ー
ス

も
多

い
た

め
、

男
女

と
も

相
談

し
や

す
い

体
制

を
作

る
。

2
-
2
-
2
-
3

保
健

セ
ン

タ
ー

2
2

○
精

神
保

健
に

関
し

て
の

相
談

は
、

非
常

に
増

え
て

お
り

、
内

容
も

多
様

化
し

て
い

る
。

ま
た

、
本

人
か

ら
の

相
談

ば
か

り
で

な
く

、
家

族
や

関
係

機
関

か
ら

の
相

談
も

増
え

て
い

る
。

そ
の

た
め

、
支

援
体

制
の

確
立

が
必

要
で

あ
り

、
啓

発
活

動
に

力
を

入
れ

て
い

く
こ

と
が

重
要

で
あ

る
と

思
わ

れ
る

。

2
-
2
-
2
-
3

社
会

福
祉

課
1

1
○

障
害

者
自

立
支

援
法

の
施

行
に

よ
り

、
支

援
費

制
度

で
は

対
象

と
な

っ
て

い
な

か
っ

た
精

神
障

害
者

の
サ

ー
ビ

ス
給

付
に

つ
い

て
明

記
さ

れ
た

。
今

後
は

、
障

害
者

地
域

生
活

支
援

セ
ン

タ
ー

、
保

健
セ

ン
タ

ー
等

関
係

機
関

と
連

携
し

な
が

ら
新

体
系

に
基

づ
く

サ
ー

ビ
ス

及
び

市
の

独
自

の
サ

ー
ビ

ス
の

整
備

に
取

り
組

ん
で

い
き

た
い

。

[感
染

症
等

に
対

す
る

保
健

衛
生

指
導

体
制

の
充

実
]

2
-
2
-
2
-
4

保
健

セ
ン

タ
ー

1
1

○
エ

イ
ズ

・
性

感
染

症
・
薬

物
乱

用
防

止
等

の
ポ

ス
タ

ー
や

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

に
よ

る
啓

発
を

す
す

め
る

。
保

健
所

や
関

係
機

関
と

連
携

し
た

相
談

支
援

、
講

座
の

開
催

。

2
-
2
-
2
-
5

保
健

セ
ン

タ
ー

2
2

○
エ

イ
ズ

・
性

感
染

症
・
薬

物
乱

用
防

止
等

の
ポ

ス
タ

ー
や

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

に
よ

る
啓

発
を

す
す

め
る

。
保

健
所

や
関

係
機

関
と

連
携

し
た

相
談

支
援

、
講

座
の

開
催

。

2
-
2
-
2
-
5

生
涯

学
習

課
4

4
○

今
後

は
、

関
係

機
関

・
団

体
等

と
連

携
し

て
、

啓
発

活
動

を
推

進
し

て
い

く
。

[講
座

・
ポ

ス
タ

ー
等

に
よ

る
エ

イ
ズ

・
性

感
染

症
対

策
・
薬

物
乱

用
防

止
策

の
啓

発
]

[各
種

健
(検

)診
の

充
実

]

[指
導

・
助

成
等

に
よ

る
精

神
保

健
福

祉
の

充
実

]

[パ
ン

フ
レ

ッ
ト

等
に

よ
る

薬
物

乱
用

防
止

策
の

強
化

]

[精
神

的
維

持
及

び
家

庭
内

暴
力

に
関

す
る

相
談

・
支

援
機

能
の

充
実

]

[生
涯

を
通

じ
た

健
康

管
理

及
び

保
持

増
進

の
た

め
の

健
康

教
育

・
相

談
・
機

能
訓

練
・
訪

問
指

導
]
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施
策

の
具

体
的

方
向

N
o
.

担
当

課
1
6
年

度
評

価
1
7
年

度
評

価
評

価
↑

評
価

↓
前

年
度

評
価

同
じ

施
策

の
課

題
と

解
決

策
お

よ
び

今
後

の
施

策
の

方
向

性

2
-
2
-
2
-
6

保
健

セ
ン

タ
ー

1
2

○
保

健
セ

ン
タ

ー
の

健
康

教
育

の
参

加
者

は
中

高
年

の
女

性
が

圧
倒

的
に

多
い

。
男

性
は

自
立

し
た

生
活

を
営

み
、

地
域

参
加

を
促

す
こ

と
が

必
要

で
あ

り
、

若
い

女
性

は
子

育
て

支
援

だ
け

で
な

く
、

自
分

自
身

の
健

康
を

見
つ

め
る

機
会

を
増

や
す

こ
と

が
求

め
ら

れ
る

。
そ

の
た

め
、

男
性

や
若

い
女

性
の

参
加

し
や

す
い

環
境

の
整

備
が

必
要

で
あ

る
。

2
-
2
-
2
-
6

生
涯

学
習

課
1

1
○

今
後

は
、

関
係

機
関

・
団

体
等

と
連

携
し

て
、

啓
発

活
動

を
推

進
し

て
い

く
。

[健
診

・
相

談
等

に
よ

る
生

活
習

慣
病

等
疾

病
予

防
対

策
の

強
化

]
2
-
2
-
2
-
7

保
健

セ
ン

タ
ー

3
3

○
基

本
健

診
は

、
他

に
健

診
の

機
会

が
な

い
人

が
対

象
と

し
て

い
る

が
、

他
に

機
会

の
あ

る
人

の
申

し
込

み
も

多
い

。
そ

の
確

認
が

実
施

さ
れ

て
お

ら
ず

、
集

団
健

診
の

申
し

込
み

が
定

員
を

大
き

く
上

回
る

状
況

で
あ

る
。

現
在

、
健

診
後

の
相

談
等

は
実

施
し

て
い

る
が

、
職

域
と

の
調

整
や

連
携

が
行

わ
れ

て
い

な
い

。
ま

た
、

デ
ー

タ
の

分
析

、
ハ

イ
リ

ス
ク

者
の

継
続

フ
ォ

ロ
ー

等
が

十
分

に
実

施
さ

れ
て

い
な

い
。

そ
の

た
め

健
診

の
デ

ー
タ

の
分

析
、

ハ
イ

リ
ス

ク
者

の
継

続
フ

ォ
ロ

ー
を

含
め

た
、

支
援

体
制

の
充

実
が

課
題

で
あ

る
。

[健
康

づ
く

り
運

動
の

推
進

]
2
-
2
-
2
-
8

保
健

セ
ン

タ
ー

2
2

○
現

在
、

健
康

づ
く

り
推

進
協

議
会

な
ど

市
民

の
意

見
を

参
考

に
し

な
が

ら
、

健
康

ま
つ

り
・
教

室
等

を
実

施
し

て
い

る
が

、
市

民
参

加
が

十
分

と
は

い
え

な
い

状
況

の
た

め
、

積
極

的
に

取
り

入
れ

て
い

く
こ

と
が

必
要

で
あ

る

[採
用

等
男

女
格

差
の

是
正

の
啓

発
]

2
-
3
-
1
-
1

地
域

振
興

課
3

3
○

継
続

的
に

啓
発

活
動

を
行

っ
て

い
く

。
現

在
は

他
機

関
作

成
の

ポ
ス

タ
ー

・
チ

ラ
シ

を
そ

の
ま

ま
掲

示
、

自
由

配
布

し
て

い
る

の
み

で
あ

る
の

で
、

積
極

的
な

配
布

方
法

に
努

め
て

い
き

た
い

。

[女
性

の
就

業
分

野
の

拡
大

・
管

理
職

登
用

等
の

促
進

の
啓

発
]

2
-
3
-
1
-
2

地
域

振
興

課
4

4
○

男
女

が
共

に
家

庭
と

仕
事

を
両

立
さ

せ
て

い
く

た
め

に
は

、
子

育
て

や
介

護
、

家
事

、
就

労
形

態
等

に
関

す
る

男
女

間
相

互
の

、
及

び
周

囲
（
職

場
・
地

域
等

）
の

理
解

・
協

力
が

不
可

欠
で

あ
る

の
で

、
関

連
部

署
と

の
連

携
を

図
り

な
が

ら
施

策
を

検
討

し
て

い
く

必
要

が
あ

る
。

2
-
3
-
1
-
3

政
策

課
2

2
○

就
業

に
お

い
て

は
、

い
ま

だ
男

女
格

差
が

生
じ

て
お

り
、

能
力

を
十

分
に

発
揮

で
き

な
い

面
が

あ
る

た
め

、
条

例
に

基
づ

い
て

事
業

者
に

対
し

て
継

続
的

な
意

識
啓

発
を

行
い

、
ま

た
男

女
共

同
参

画
社

会
を

実
現

す
る

た
め

の
協

力
を

促
し

て
い

き
た

い
。

ま
た

、
1
9
年

度
以

降
は

、
事

業
者

へ
の

講
座

を
開

催
す

る
な

ど
、

他
課

等
機

関
と

連
携

し
な

が
ら

啓
発

方
法

に
つ

い
て

検
討

し
て

い
き

た
い

。

2
-
3
-
1
-
3

地
域

振
興

課
4

4
○

全
体

と
し

て
の

意
識

啓
発

の
た

め
に

は
、

よ
り

大
多

数
の

市
民

に
働

き
か

け
る

こ
と

が
重

要
で

あ
る

。
ま

ず
は

、
日

常
的

に
目

に
触

れ
や

す
い

ポ
ス

タ
ー

や
チ

ラ
シ

・
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
な

ど
を

、
主

体
と

し
な

が
ら

啓
発

活
動

に
努

め
て

い
き

た
い

。
具

体
的

な
サ

ポ
ー

ト
体

制
の

整
備

に
つ

い
て

は
、

他
の

部
署

の
事

業
と

の
調

整
を

要
す

る
。

[労
働

条
件

等
の

改
善

指
導

の
啓

発
]

2
-
3
-
1
-
4

地
域

振
興

課
3

3
○

全
体

と
し

て
の

意
識

啓
発

の
た

め
に

は
、

よ
り

大
多

数
の

市
民

に
働

き
か

け
る

こ
と

が
重

要
で

あ
る

。
ま

ず
は

、
日

常
的

に
目

に
触

れ
や

す
い

ポ
ス

タ
ー

や
チ

ラ
シ

・
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
な

ど
を

、
主

体
と

し
な

が
ら

啓
発

活
動

に
努

め
て

い
き

た
い

。
労

働
に

関
す

る
相

談
機

関
は

各
種

あ
る

の
で

、
必

要
に

応
じ

て
そ

れ
ら

の
活

用
を

勧
め

て
い

く
。

[男
女

同
一

労
働

賃
金

の
徹

底
の

啓
発

]
2
-
3
-
1
-
5

地
域

振
興

課
4

4
○

日
常

的
に

目
に

触
れ

や
す

い
ポ

ス
タ

ー
や

チ
ラ

シ
・
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
な

ど
を

、
主

体
と

し
な

が
ら

啓
発

活
動

に
努

め
て

い
き

た
い

。
労

働
に

関
す

る
相

談
機

関
は

各
種

あ
る

の
で

、
必

要
に

応
じ

て
そ

れ
ら

の
活

用
を

勧
め

て
い

く
。

2
-
3
-
1
-
6

政
策

課
2

2
○

和
光

市
男

女
共

同
参

画
推

進
条

例
に

基
づ

き
、

事
業

者
の

男
女

共
同

参
画

へ
の

理
解

と
し

て
、

女
性

の
妊

娠
、

出
産

、
育

児
と

就
業

と
の

両
立

を
図

れ
る

労
働

環
境

の
整

備
を

呼
び

か
け

、
他

関
係

課
等

と
の

連
携

の
も

と
に

、
定

期
的

に
就

業
状

況
の

把
握

を
徹

底
し

て
い

き
た

い
。

2
-
3
-
1
-
6

地
域

振
興

課
4

4
○

日
常

的
に

目
に

触
れ

や
す

い
ポ

ス
タ

ー
や

チ
ラ

シ
・
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
な

ど
を

、
主

体
と

し
な

が
ら

啓
発

活
動

に
努

め
て

い
き

た
い

。
労

働
に

関
す

る
相

談
機

関
は

各
種

あ
る

の
で

、
必

要
に

応
じ

て
そ

れ
ら

の
活

用
を

勧
め

て
い

く
。

[労
働

者
の

健
康

管
理

意
識

啓
発

と
健

康
保

持
増

進
の

啓
発

]
2
-
3
-
1
-
7

地
域

振
興

課
2

2
○

市
内

に
は

中
小

企
業

者
が

多
く

、
経

営
者

・
従

業
員

共
に

文
字

通
り

健
康

が
資

本
で

あ
る

の
で

、
集

団
検

診
等

の
機

会
の

活
用

を
図

っ
て

い
く

。

[健
康

管
理

意
識

啓
発

と
健

康
保

持
増

進
の

啓
発

]
2
-
3
-
1
-
8

地
域

振
興

課
2

2
○

市
内

に
は

中
小

企
業

者
が

多
く

、
経

営
者

・
従

業
員

共
に

文
字

通
り

健
康

が
資

本
で

あ
る

の
で

、
集

団
検

診
等

の
機

会
の

活
用

を
図

っ
て

い
く

。

[健
康

増
進

及
び

ス
ポ

ー
ツ

、
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
活

動
の

強
化

]

[就
業

に
お

け
る

性
別

役
割

分
業

意
識

解
消

の
啓

発
]

[就
業

に
お

け
る

妊
娠

・
出

産
・
育

児
で

の
不

利
益

の
解

消
及

び
啓

発
]
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施
策

の
具

体
的

方
向

N
o
.

担
当

課
1
6
年

度
評

価
1
7
年

度
評

価
評

価
↑

評
価

↓
前

年
度

評
価

同
じ

施
策

の
課

題
と

解
決

策
お

よ
び

今
後

の
施

策
の

方
向

性

2
-
3
-
1
-
9

地
域

振
興

課
4

4
○

日
常

的
に

目
に

触
れ

や
す

い
ポ

ス
タ

ー
や

チ
ラ

シ
・
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
な

ど
を

、
主

体
と

し
な

が
ら

啓
発

活
動

に
努

め
て

い
き

た
い

。
具

体
的

な
ト

ラ
ブ

ル
に

関
し

て
は

、
労

働
に

関
す

る
相

談
機

関
が

各
種

あ
る

の
で

、
必

要
に

応
じ

て
そ

れ
ら

の
活

用
を

勧
め

て
い

く
。

2
-
3
-
1
-
9

政
策

課
2

2
○

就
業

に
お

い
て

は
、

い
ま

だ
男

女
格

差
が

生
じ

て
お

り
、

能
力

を
十

分
に

発
揮

で
き

な
い

面
が

あ
る

た
め

、
条

例
に

基
づ

い
て

事
業

者
に

対
し

て
継

続
的

な
意

識
啓

発
を

行
い

、
ま

た
男

女
共

同
参

画
社

会
を

実
現

す
る

た
め

の
協

力
を

促
し

て
い

き
た

い
。

ま
た

、
1
9
年

度
以

降
は

、
事

業
者

へ
の

講
座

を
開

催
す

る
な

ど
、

他
関

係
課

等
と

連
携

し
な

が
ら

啓
発

方
法

に
つ

い
て

検
討

し
て

い
き

た
い

。

2
-
3
-
1
-
1
0

政
策

課
2

2
○

平
成

1
9
年

度
以

降
、

セ
ク

シ
ュ

ア
ル

・
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
等

に
つ

い
て

の
講

座
を

開
催

す
る

こ
と

を
検

討
し

、
事

業
者

の
意

識
啓

発
を

進
め

た
い

。

2
-
3
-
1
-
1
0

地
域

振
興

課
4

4
○

セ
ク

シ
ュ

ア
ル

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

の
問

題
に

限
ら

ず
、

講
座

へ
の

参
加

者
は

テ
ー

マ
に

関
し

て
あ

る
程

度
問

題
意

識
が

育
っ

た
段

階
の

市
民

で
あ

る
と

思
わ

れ
る

。
全

体
と

し
て

の
意

識
啓

発
の

た
め

に
は

、
講

座
に

足
を

運
ぶ

に
至

ら
な

い
、

大
多

数
の

市
民

に
働

き
か

け
る

こ
と

が
重

要
で

あ
る

。
ま

ず
は

、
日

常
的

に
目

に
触

れ
や

す
い

ポ
ス

タ
ー

や
チ

ラ
シ

・
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
な

ど
を

、
主

体
と

し
な

が
ら

啓
発

活
動

に
努

め
て

い
き

た
い

。

2
-
3
-
1
-
1
1

地
域

振
興

課
4

4
○

全
体

と
し

て
の

意
識

啓
発

の
た

め
に

は
、

よ
り

大
多

数
の

市
民

に
働

き
か

け
る

こ
と

が
重

要
で

あ
る

。
ま

ず
は

、
日

常
的

に
目

に
触

れ
や

す
い

ポ
ス

タ
ー

や
チ

ラ
シ

・
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
な

ど
を

、
主

体
と

し
な

が
ら

啓
発

活
動

に
努

め
て

い
き

た
い

。
研

修
や

相
談

体
制

の
整

備
に

つ
い

て
は

、
他

の
部

署
の

事
業

と
の

調
整

を
要

す
る

。

2
-
3
-
1
-
1
1

職
員

課
2

2
○

全
職

員
が

研
修

を
受

講
す

る
こ

と
で

セ
ク

シ
ュ

ア
ル

・
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
を

理
解

し
、

共
通

認
識

を
持

ち
意

識
の

向
上

を
図

っ
て

い
く

こ
と

で
、

望
ま

し
い

職
場

環
境

を
つ

く
る

。

2
-
3
-
1
-
1
1

生
涯

学
習

課
4

4
○

今
後

と
も

人
権

講
座

を
実

施
し

、
啓

発
活

動
を

推
進

し
て

い
く

。

2
-
3
-
1
-
1
1

学
校

教
育

課
2

2
○

今
後

も
定

期
的

に
研

修
会

を
実

施
し

、
意

識
を

啓
発

し
て

い
く

。

2
-
3
-
1
-
1
1

政
策

課
2

2
○

平
成

1
9
年

度
以

降
、

セ
ク

シ
ュ

ア
ル

・
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
等

に
つ

い
て

の
講

座
を

開
催

す
る

こ
と

を
検

討
し

、
事

業
者

の
意

識
啓

発
を

進
め

た
い

。

[労
働

関
係

法
の

周
知

講
座

等
に

よ
る

啓
発

]
2
-
3
-
1
-
1
2

地
域

振
興

課
2

2
○

朝
霞

地
区

四
市

で
共

同
開

催
し

て
き

た
労

働
講

座
は

、
平

成
１

５
年

度
か

ら
行

わ
れ

て
い

な
い

。
市

内
事

業
者

向
け

の
施

策
は

、
商

工
会

と
の

連
携

を
図

り
な

が
ら

推
進

し
て

い
き

た
い

。

2
-
3
-
1
-
1
3

政
策

課
2

2
○

他
関

係
課

等
と

連
携

し
、

事
業

者
の

意
識

啓
発

を
進

め
た

い
。

2
-
3
-
1
-
1
3

職
員

課
2

2
○

育
児

休
業

制
度

の
普

及
に

つ
い

て
は

、
お

お
む

ね
浸

透
し

て
き

た
と

い
え

る
。

男
性

職
員

の
部

分
休

業
や

育
児

参
加

を
推

進
す

る
た

め
の

休
暇

の
取

得
も

増
え

て
き

て
い

る
の

で
、

今
後

も
さ

ら
に

制
度

内
容

の
周

知
徹

底
を

図
り

、
継

続
的

な
職

場
の

意
識

改
革

を
推

進
し

て
い

く
。

ま
た

、
職

員
の

代
替

に
つ

い
て

も
、

子
育

て
に

一
段

落
し

再
就

職
等

を
希

望
し

て
い

る
者

も
含

め
て

、
一

般
市

民
か

ら
臨

時
職

員
等

と
し

て
採

用
し

て
い

く
。

2
-
3
-
1
-
1
3

地
域

振
興

課
4

4
○

他
の

部
署

で
の

事
業

内
容

と
調

整
す

る
と

共
に

、
市

内
事

業
者

向
け

の
施

策
は

、
商

工
会

と
の

連
携

を
図

り
な

が
ら

推
進

し
て

い
き

た
い

。

2
-
3
-
1
-
1
4

政
策

課
2

2
○

他
関

係
課

等
と

連
携

し
、

事
業

者
の

意
識

啓
発

を
進

め
た

い
。

2
-
3
-
1
-
1
4

地
域

振
興

課
3

3
○

日
常

的
に

目
に

触
れ

や
す

い
ポ

ス
タ

ー
や

チ
ラ

シ
・
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
な

ど
を

、
主

体
と

し
な

が
ら

啓
発

活
動

に
努

め
て

い
き

た
い

。
ま

た
、

市
内

事
業

者
向

け
の

施
策

は
、

商
工

会
と

の
連

携
を

図
り

な
が

ら
推

進
し

て
い

き
た

い
。

2
-
3
-
1
-
1
5

政
策

課
2

3
○

今
後

も
連

続
講

座
を

修
了

し
た

市
民

に
、

修
了

証
書

を
渡

す
な

ど
し

て
い

き
、

男
女

共
同

参
画

推
進

リ
ー

ダ
ー

の
育

成
を

進
め

て
い

く
。

2
-
3
-
1
-
1
5

地
域

振
興

課
3

3
○

日
常

的
に

目
に

触
れ

や
す

い
ポ

ス
タ

ー
や

チ
ラ

シ
・
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
な

ど
を

、
主

体
と

し
な

が
ら

啓
発

活
動

に
努

め
て

い
き

た
い

。
そ

の
上

で
、

市
内

事
業

者
向

け
の

施
策

は
、

商
工

会
と

の
連

携
を

図
り

な
が

ら
推

進
し

て
い

き
た

い
。

[就
労

の
場

に
お

け
る

性
別

役
割

分
業

意
識

解
消

の
啓

発
]

[講
座

等
に

よ
る

セ
ク

シ
ュ

ア
ル

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

に
対

す
る

意
識

啓
発

]

[研
修

・
相

談
等

に
よ

る
セ

ク
シ

ュ
ア

ル
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
の

正
し

い
理

解
と

防
止

策
の

促
進

]

[育
児

休
業

制
度

等
の

普
及

と
再

雇
用

制
度

の
導

入
促

進
]

[労
働

環
境

の
改

善
意

識
啓

発
]

[就
労

機
会

・
労

働
条

件
に

関
す

る
男

女
差

別
撤

廃
の

啓
発

]
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施
策

の
具

体
的

方
向

N
o
.

担
当

課
1
6
年

度
評

価
1
7
年

度
評

価
評

価
↑

評
価

↓
前

年
度

評
価

同
じ

施
策

の
課

題
と

解
決

策
お

よ
び

今
後

の
施

策
の

方
向

性

[就
労

の
場

に
お

け
る

男
女

差
別

の
改

善
啓

発
]

2
-
3
-
1
-
1
6

地
域

振
興

課
3

3
○

日
常

的
に

目
に

触
れ

や
す

い
ポ

ス
タ

ー
や

チ
ラ

シ
・
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
な

ど
を

、
主

体
と

し
な

が
ら

啓
発

活
動

に
努

め
て

い
き

た
い

。
そ

の
上

で
、

市
内

事
業

者
向

け
の

施
策

は
、

商
工

会
と

の
連

携
を

図
り

な
が

ら
推

進
し

て
い

き
た

い
。

[パ
ー

ト
タ

イ
ム

労
働

者
等

の
雇

用
条

件
の

明
確

化
と

労
働

条
件

の
改

善
啓

発
]

2
-
3
-
1
-
1
7

地
域

振
興

課
4

3
○

日
常

的
に

目
に

触
れ

や
す

い
ポ

ス
タ

ー
や

チ
ラ

シ
・
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
な

ど
を

、
主

体
と

し
な

が
ら

啓
発

活
動

に
努

め
て

い
き

た
い

。
そ

の
上

で
、

市
内

事
業

者
向

け
の

施
策

は
、

商
工

会
と

の
連

携
を

図
り

な
が

ら
推

進
し

て
い

き
た

い
。

[農
業

、
自

営
業

者
へ

の
母

性
機

能
保

護
の

講
座

等
に

よ
る

理
解

と
協

力
要

請
]

2
-
3
-
1
-
1
8

地
域

振
興

課
×

4
女

性
の

地
位

向
上

等
、

家
族

経
営

協
定

に
取

り
組

む
こ

と
も

一
つ

の
施

策
で

あ
る

。
(市

内
農

家
３

件
実

績
あ

り
)

2
-
3
-
2
-
1

学
校

教
育

課
2

2
○

今
後

も
正

し
い

職
業

観
を

育
成

し
、

ど
ん

な
職

業
で

も
性

差
の

な
い

こ
と

を
理

解
さ

せ
て

い
く

。

2
-
3
-
2
-
1

各
公

民
館

1
1

○
関

係
機

関
と

調
整

し
、

生
涯

学
習

課
全

体
で

取
く

ん
で

い
く

こ
と

が
必

要
で

あ
り

ま
す

。
ま

た
、

職
業

教
育

（
産

業
教

育
）

は
、

資
格

取
得

と
の

か
か

わ
り

あ
い

が
あ

る
の

で
、

地
域

振
興

係
、

商
工

労
政

と
も

連
絡

調
整

が
必

要
で

す
。

2
-
3
-
2
-
1

地
域

振
興

課
4

4
○

就
労

に
関

し
て

は
、

各
種

機
関

と
連

携
し

、
セ

ミ
ナ

ー
や

相
談

事
業

を
行

っ
て

い
き

た
い

。
職

業
能

力
の

開
発

に
つ

い
て

は
、

県
内

各
地

の
高

等
技

術
専

門
校

で
多

様
な

コ
ー

ス
を

設
け

て
い

る
の

で
、

必
要

に
応

じ
て

活
用

の
案

内
を

し
て

い
く

。

2
-
3
-
2
-
2

地
域

振
興

課
2

2
○

就
労

に
関

し
て

は
、

各
種

機
関

と
連

携
し

、
セ

ミ
ナ

ー
や

相
談

事
業

を
行

っ
て

い
き

た
い

。
職

業
能

力
の

開
発

に
つ

い
て

は
、

県
内

各
地

の
高

等
技

術
専

門
校

で
多

様
な

コ
ー

ス
を

設
け

て
い

る
の

で
、

必
要

に
応

じ
て

活
用

の
案

内
を

し
て

い
く

。

2
-
3
-
2
-
2

勤
労

青
少

年
ホ

ー
ム

1
2

○
男

女
共

同
参

画
の

趣
旨

を
徹

底
し

て
い

き
た

い
。

[労
働

に
関

す
る

情
報

の
収

集
と

提
供

]
2
-
3
-
2
-
3

地
域

振
興

課
2

2
○

個
別

の
一

般
職

業
斡

旋
事

業
は

、
市

単
独

で
の

実
施

は
困

難
で

あ
る

の
で

、
今

後
も

求
人

情
報

の
提

供
を

ハ
ロ

ー
ワ

ー
ク

と
の

連
携

に
よ

り
可

能
な

限
り

行
っ

て
い

く
。

求
人

情
報

だ
け

で
な

く
、

職
業

に
役

立
つ

資
格

の
取

得
や

就
労

に
関

す
る

相
談

な
ど

、
実

施
機

関
の

情
報

に
つ

い
て

整
理

し
、

分
か

り
や

す
く

提
供

し
て

い
く

。

[講
座

等
に

よ
る

職
業

能
力

開
発

の
機

会
の

提
供

]
2
-
3
-
2
-
4

地
域

振
興

課
3

3
○

職
業

能
力

の
開

発
に

つ
い

て
は

、
県

内
各

地
の

高
等

技
術

専
門

校
で

多
様

な
コ

ー
ス

を
設

け
て

い
る

の
で

、
今

後
も

必
要

に
応

じ
て

活
用

の
案

内
を

し
て

い
く

。

[講
座

等
に

よ
る

能
力

発
揮

の
支

援
]

2
-
3
-
2
-
5

地
域

振
興

課
2

2
○

職
業

に
役

立
つ

資
格

の
取

得
や

就
労

に
関

す
る

相
談

な
ど

、
実

施
機

関
の

情
報

に
つ

い
て

整
理

し
、

分
か

り
や

す
く

提
供

し
て

い
く

。

[公
共

施
設

整
備

(道
路

・
公

園
・
公

共
建

築
物

等
)]

2
-
4
-
1
-
1

教
育

総
務

課
3

3
○

学
校

の
修

繕
計

画
を

す
る

う
え

で
、

女
性

職
員

の
意

見
採

用
が

少
な

い
。

今
後

は
、

女
性

職
員

の
意

見
を

よ
り

多
く

取
り

入
れ

る
こ

と
、

そ
し

て
、

さ
ら

な
る

バ
リ

ア
フ

リ
ー

化
を

進
め

て
い

き
た

い
。

2
-
4
-
1
-
1

こ
ど

も
福

祉
課

2
2

○
和

光
市

次
世

代
育

成
支

援
行

動
計

画
に

基
づ

き
、

「
(仮

称
)こ

ど
も

総
合

施
設

・
・

・
幼

保
一

体
型

の
保

育
、

シ
ョ

ー
ト

ス
テ

イ
や

ト
ワ

イ
ラ

イ
ト

ス
テ

イ
と

い
っ

た
先

進
的

な
機

能
を

も
つ

施
設

」
の

整
備

を
進

め
ま

す
。

ま
た

、
在

籍
児

童
数

の
増

加
に

伴
う

施
設

設
備

の
充

実
、

均
一

化
を

図
り

ま
す

。
老

朽
化

し
た

ひ
ろ

さ
わ

、
に

い
く

ら
保

育
園

の
改

築
を

検
討

し
ま

す
。

2
-
4
-
1
-
1

道
路

安
全

課
2

2
○

現
在

(H
1
6
～

H
1
7
年

度
）
で

、
和

光
市

道
路

整
備

基
本

計
画

で
策

定
中

で
す

。
こ

の
計

画
は

、
和

光
市

の
道

路
の

整
備

を
中

長
期

的
な

展
望

に
立

っ
て

計
画

を
策

定
す

る
も

の
で

す
。

こ
の

中
で

、
歩

行
者

の
安

全
対

策
と

し
て

歩
道

整
備

に
つ

い
て

も
計

画
の

中
で

検
討

し
て

い
ま

す
。

[環
境

保
護

と
母

子
保

健
に

関
す

る
情

報
提

供
]

2
-
4
-
2
-
1

保
健

セ
ン

タ
ー

2
2

○
母

子
保

健
に

関
す

る
情

報
提

供
の

充
実

を
図

り
た

い
。

2
-
4
-
2
-
1

資
源

リ
サ

イ
ク

ル
課

2
2

○
事

業
内

容
は

資
源

・
ご

み
関

連
の

も
の

に
限

ら
れ

て
お

り
、

対
象

が
特

に
男

女
の

区
別

が
あ

る
わ

け
で

も
な

い
の

で
、

配
慮

が
必

要
で

あ
る

事
業

に
お

い
て

は
男

女
共

同
参

画
に

配
慮

し
た

い
。

2
-
4
-
2
-
2

道
路

安
全

課
1

1
○

今
後

も
、

市
民

(女
性

、
男

性
、

幼
児

及
び

高
齢

者
等

)が
安

心
し

て
生

活
で

き
る

よ
う

な
環

境
整

備
を

推
進

し
て

い
き

た
い

。

2
-
4
-
2
-
2

環
境

課
3

3
○

生
活

環
境

の
安

全
性

の
確

保
に

つ
い

て
も

含
ま

れ
て

い
る

和
光

市
環

境
基

本
計

画
並

び
に

同
計

画
実

行
計

画
の

進
行

管
理

を
図

る
こ

と
に

よ
り

、
男

女
共

同
参

画
推

進
に

向
け

た
取

り
組

み
に

な
る

と
考

え
る

。

[職
業

意
識

向
上

の
た

め
の

教
育

の
充

実
]

[職
業

選
択

能
力

の
た

め
の

教
育

機
会

・
就

職
情

報
の

提
供

､相
談

機
能

の
充

実
]

[公
共

施
設

整
備

(道
路

・
公

園
・
公

共
建

築
物

等
)]

[自
然

環
境

の
悪

化
防

止
と

生
活

環
境

安
全

確
保

]
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施
策

の
具

体
的

方
向

N
o
.

担
当

課
1
6
年

度
評

価
1
7
年

度
評

価
評

価
↑

評
価

↓
前

年
度

評
価

同
じ

施
策

の
課

題
と

解
決

策
お

よ
び

今
後

の
施

策
の

方
向

性

3
-
1
-
1
-
1

生
涯

学
習

課
2

2
○

今
後

と
も

関
係

団
体

等
と

連
携

し
、

研
修

会
等

を
実

施
し

て
い

く
。

3
-
1
-
1
-
1

政
策

課
3

1
○

今
後

も
連

続
講

座
を

修
了

し
た

市
民

に
、

修
了

証
書

を
渡

す
な

ど
し

て
い

き
、

男
女

共
同

参
画

推
進

リ
ー

ダ
ー

の
育

成
を

進
め

て
い

く
。

3
-
1
-
1
-
2

地
域

振
興

課
4

4
○

他
の

部
署

、
関

連
機

関
の

取
り

組
み

状
況

と
調

整
し

、
情

報
の

収
集

と
提

供
を

行
っ

て
い

く
。

3
-
1
-
1
-
2

生
涯

学
習

課
1

1
○

今
後

と
も

男
女

共
同

参
画

の
実

現
に

向
け

た
事

業
を

計
画

し
、

実
施

し
て

い
く

。

3
-
1
-
1
-
2

政
策

課
3

2
○

今
後

も
講

座
、

フ
ォ

ー
ラ

ム
等

を
通

じ
て

、
積

極
的

に
地

域
で

活
躍

す
る

女
性

人
材

の
把

握
、

育
成

、
活

用
を

進
め

た
い

。

3
-
1
-
1
-
3

政
策

課
3

2
○

今
後

も
講

座
、

フ
ォ

ー
ラ

ム
等

を
通

じ
て

、
積

極
的

に
地

域
で

活
躍

す
る

女
性

人
材

の
把

握
、

育
成

、
活

用
を

進
め

た
い

。

3
-
1
-
1
-
3

生
涯

学
習

課
1

1
○

今
後

と
も

指
導

者
の

登
録

や
紹

介
事

業
を

推
進

し
て

い
く

。

[審
議

会
等

に
関

す
る

条
例

・
要

綱
等

の
代

表
者

選
出

に
関

わ
る

見
直

し
の

促
進

の
啓

発
]

3
-
1
-
1
-
4

政
策

課
1

1
○

審
議

会
等

の
女

性
登

用
率

が
4
2
.3

％
と

全
国

的
に

も
高

い
数

値
を

占
め

て
い

る
が

、
各

審
議

会
の

男
女

内
訳

を
見

て
み

る
と

均
衡

が
図

れ
て

お
ら

ず
、

女
性

の
委

員
が

多
い

審
議

会
が

あ
る

か
ら

数
値

が
上

が
っ

て
い

る
傾

向
に

あ
る

。
そ

の
点

注
意

し
、

今
後

も
関

係
課

等
と

の
連

携
を

図
り

な
が

ら
、

均
衡

に
努

め
て

い
く

。

3
-
1
-
1
-
5

政
策

課
1

1
○

審
議

会
等

の
女

性
登

用
率

が
4
2
.3

％
と

全
国

的
に

も
高

い
数

値
を

占
め

て
い

る
が

、
各

審
議

会
の

男
女

内
訳

を
見

て
み

る
と

均
衡

が
図

れ
て

お
ら

ず
、

女
性

の
委

員
が

多
い

審
議

会
が

あ
る

か
ら

数
値

が
上

が
っ

て
い

る
傾

向
に

あ
る

。
そ

の
点

注
意

し
、

今
後

も
関

係
課

等
と

の
連

携
を

図
り

な
が

ら
、

均
衡

に
努

め
て

い
く

。

3
-
1
-
1
-
5

市
民

ま
ち

づ
く

り
推

進
課

2
2

○
１

課
題

：
審

議
会

等
の

委
員

の
男

女
比

に
つ

い
て

配
慮

す
る

以
前

の
問

題
と

し
て

、
委

員
が

同
じ

よ
う

な
顔

ぶ
れ

に
な

っ
て

い
る

。
２

解
決

策
：
①

委
員

の
兼

職
や

任
期

の
長

期
化

を
避

け
る

。
②

委
員

の
選

任
の

際
に

は
適

宜
、

学
識

経
験

者
や

関
係

団
体

に
つ

い
て

の
見

直
し

を
行

う
。

③
審

議
会

等
の

性
格

に
応

じ
て

勤
労

者
や

家
事

従
事

者
な

ど
が

参
加

し
や

す
い

よ
う

会
議

の
開

催
日

時
や

場
所

に
配

慮
す

る
。

④
審

議
会

等
の

会
議

中
に

お
け

る
保

育
を

充
実

す
る

こ
と

に
よ

り
、

子
育

て
世

代
の

参
加

を
推

進
す

る
。

３
今

後
の

方
向

性
：
そ

れ
ぞ

れ
の

審
議

会
等

に
お

け
る

委
員

構
成

の
固

定
観

念
を

除
き

、
学

識
経

験
者

や
関

係
団

体
を

含
め

て
男

女
の

適
正

を
考

え
る

と
と

も
に

、
公

募
の

委
員

に
つ

い
て

は
、

効
果

的
な

P
R

の
方

法
を

工
夫

す
る

こ
と

に
よ

り
、

多
く

の
市

民
が

市
政

に
興

味
や

関
心

を
持

ち
、

参
加

し
て

い
く

こ
と

の
で

き
る

し
く

み
づ

く
り

を
担

当
課

と
共

に
考

え
て

い
く

。

[企
業

に
お

け
る

女
性

の
雇

用
拡

大
促

進
の

啓
発

]
3
-
1
-
1
-
6

地
域

振
興

課
3

3
○

市
内

事
業

者
向

け
の

施
策

は
、

商
工

会
と

の
連

携
を

図
り

な
が

ら
推

進
し

て
い

き
た

い
。

[市
及

び
企

業
等

に
お

け
る

女
性

の
幹

部
へ

の
登

用
促

進
の

啓
発

]
3
-
1
-
1
-
7

地
域

振
興

課
3

3
○

他
の

部
署

で
の

事
業

内
容

と
調

整
す

る
と

共
に

、
市

内
事

業
者

向
け

の
施

策
は

、
商

工
会

と
の

連
携

を
図

り
な

が
ら

推
進

し
て

い
き

た
い

。

[各
種

団
体

、
地

域
組

織
に

お
け

る
女

性
の

幹
部

へ
の

登
用

促
進

]
3
-
1
-
1
-
8

地
域

振
興

課
3

3
○

他
の

部
署

で
の

事
業

内
容

と
調

整
す

る
と

共
に

、
市

内
事

業
者

向
け

の
施

策
は

、
商

工
会

と
の

連
携

を
図

り
な

が
ら

推
進

し
て

い
き

た
い

。

3
-
1
-
1
-
9

地
域

振
興

課
3

3
○

他
の

部
署

で
の

事
業

内
容

と
調

整
す

る
と

共
に

、
市

内
事

業
者

向
け

の
施

策
は

、
商

工
会

と
の

連
携

を
図

り
な

が
ら

推
進

し
て

い
き

た
い

。

3
-
1
-
1
-
9

政
策

課
3

2
○

他
関

係
課

等
と

連
携

し
、

事
業

者
の

意
識

啓
発

を
進

め
た

い
。

3
-
1
-
1
-
1
0

長
寿

あ
ん

し
ん

課
1

1
○

 今
後

と
も

、
人

材
セ

ン
タ

ー
に

対
し

て
助

成
を

行
っ

て
い

く
。

3
-
1
-
1
-
1
0

地
域

振
興

課
3

3
○

他
の

部
署

で
の

事
業

内
容

と
調

整
す

る
と

共
に

、
市

内
事

業
者

向
け

の
施

策
は

、
商

工
会

と
の

連
携

を
図

り
な

が
ら

推
進

し
て

い
き

た
い

。

[リ
ー

ダ
ー

等
人

材
の

確
保

と
養

成
]

[講
座

等
に

よ
る

女
性

の
人

材
育

成
及

び
活

躍
の

た
め

の
情

報
と

学
習

機
会

の
提

供
]

[女
性

人
材

の
把

握
と

活
用

]

[委
員

会
等

の
女

性
比

率
の

拡
大

]

[企
業

及
び

組
織

に
お

け
る

方
針

決
定

の
場

へ
の

参
画

促
進

・
啓

発
]

[女
性

の
就

労
機

会
の

拡
大

要
請

]
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施
策

の
具

体
的

方
向

N
o
.

担
当

課
1
6
年

度
評

価
1
7
年

度
評

価
評

価
↑

評
価

↓
前

年
度

評
価

同
じ

施
策

の
課

題
と

解
決

策
お

よ
び

今
後

の
施

策
の

方
向

性

3
-
1
-
2
-
1

図
書

館
4

4
○

今
後

、
ど

の
よ

う
な

こ
と

が
で

き
る

か
検

討
し

て
い

き
た

い
。

3
-
1
-
2
-
1

勤
労

青
少

年
ホ

ー
ム

1
2

○
男

女
共

同
参

画
の

趣
旨

を
徹

底
し

て
い

き
た

い
。

3
-
1
-
2
-
1

生
涯

学
習

課
1

1
○

今
後

と
も

生
涯

学
習

の
た

め
の

事
業

等
を

計
画

し
、

実
施

し
て

い
く

。

3
-
1
-
2
-
1

各
公

民
館

4
4

○
生

涯
を

通
じ

て
の

男
女

共
同

参
画

の
講

座
に

つ
い

て
は

、
公

民
館

だ
け

で
な

く
関

連
機

関
の

調
整

が
必

要
で

す
。

3
-
1
-
2
-
1

地
域

振
興

課
1

2
○

講
座

は
ス

ポ
ー

ツ
や

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

を
始

め
る

き
っ

か
け

と
し

て
有

効
な

の
で

、
今

後
も

引
き

続
き

親
し

み
や

す
い

内
容

を
企

画
し

、
ジ

ム
利

用
者

の
み

な
ら

ず
多

く
の

市
民

に
利

用
さ

れ
る

施
設

運
営

を
目

指
す

。

[生
涯

を
通

じ
て

の
講

座
等

に
よ

る
学

習
の

推
進

]
3
-
1
-
2
-
1

学
校

教
育

課
1

1
○

少
子

高
齢

化
が

進
み

、
出

生
率

が
低

下
し

て
い

る
現

代
の

社
会

状
況

の
中

で
は

、
家

庭
の

役
割

や
家

族
の

協
力

に
つ

い
て

考
え

さ
せ

て
い

く
こ

と
が

重
要

で
あ

る
。

そ
の

中
で

、
今

後
も

男
女

共
同

参
画

の
視

点
を

大
切

に
し

た
指

導
を

継
続

し
て

行
っ

て
い

く
。

3
-
1
-
2
-
2

保
健

セ
ン

タ
ー

2
2

○
保

健
セ

ン
タ

ー
の

教
室

で
は

男
性

の
参

加
者

が
参

加
し

に
く

い
状

況
に

あ
る

。
そ

の
た

め
、

参
加

し
や

す
い

日
時

の
調

整
や

内
容

の
検

討
が

課
題

で
あ

る
。

ま
た

、
男

性
の

自
立

に
は

子
供

の
こ

ろ
か

ら
の

啓
発

や
経

験
が

重
要

で
あ

る
た

め
、

食
育

等
を

通
し

た
生

涯
教

育
が

求
め

ら
れ

る
。

そ
の

た
め

、
体

系
整

備
が

課
題

で
あ

る
。

3
-
1
-
2
-
2

こ
ど

も
福

祉
課

2
2

○
和

光
市

次
世

代
育

成
支

援
行

動
計

画
に

基
づ

き
、

男
女

共
同

参
画

に
よ

る
子

育
て

に
つ

い
て

の
講

座
や

講
演

会
の

開
催

な
ど

、
父

親
の

子
育

て
へ

の
参

加
と

子
ど

も
の

こ
ろ

か
ら

共
同

し
て

家
事

・
育

児
な

ど
を

行
う

こ
と

の
大

切
さ

に
つ

い
て

の
啓

発
を

進
め

ま
す

。
新

規
事

業
と

し
て

は
、

パ
パ

ネ
ッ

ト
の

構
築

を
検

討
し

ま
す

。
ま

た
、

経
済

的
に

安
心

し
て

育
児

休
業

が
取

得
で

き
る

よ
う

、
育

児
休

業
者

生
活

資
金

融
資

の
活

用
を

促
進

し
ま

す
。

3
-
1
-
2
-
2

生
涯

学
習

課
2

2
○

今
後

と
も

男
女

共
同

参
画

の
実

現
に

向
け

た
事

業
を

実
施

し
、

男
性

の
生

活
自

立
促

進
の

啓
発

を
推

進
し

て
い

く
。

3
-
1
-
2
-
2

各
公

民
館

4
4

○
今

後
、

男
性

の
生

活
自

立
に

関
す

る
講

座
等

を
企

画
し

て
い

き
た

い
と

思
い

ま
す

。

3
-
1
-
2
-
3

生
涯

学
習

課
2

2
○

今
後

と
も

男
女

共
同

参
画

の
実

現
に

向
け

た
事

業
を

計
画

し
、

実
施

し
て

い
く

。

3
-
1
-
2
-
3

各
公

民
館

4
4

○
男

女
共

同
参

画
問

題
郷

土
史

に
つ

き
ま

し
て

は
、

公
民

館
で

は
、

把
握

し
て

お
り

ま
せ

ん
。

今
後

、
実

施
に

つ
き

ま
し

て
は

、
関

係
機

関
の

調
整

が
必

要
で

す
。

3
-
1
-
2
-
4

長
寿

あ
ん

し
ん

課
1

1
○

今
後

も
講

座
・
催

し
等

に
よ

る
学

習
、

交
流

機
会

の
拡

大
に

努
め

る
。

3
-
1
-
2
-
4

こ
ど

も
福

祉
課

2
2

○
和

光
市

次
世

代
育

成
支

援
行

動
計

画
に

基
づ

く
中

高
生

の
乳

児
と

の
ふ

れ
あ

い
体

験
・

地
域

交
流

事
業

の
充

実
を

図
り

ま
す

。

3
-
1
-
2
-
4

各
公

民
館

1
1

○
男

女
参

加
で

き
る

講
座

の
充

実
を

図
り

た
い

。

3
-
1
-
2
-
5

市
政

情
報

課
1

1
○

広
報

紙
の

発
行

に
お

い
て

考
え

る
べ

き
こ

と
と

し
て

、
文

章
・
カ

ッ
ト

（
イ

ラ
ス

ト
）
が

あ
げ

ら
れ

る
。

男
女

共
同

参
画

の
視

点
を

持
っ

て
、

文
章

の
校

正
、

カ
ッ

ト
の

選
択

な
ど

を
今

後
も

継
続

し
て

配
慮

し
て

い
き

た
い

。
ま

た
、

男
女

共
同

参
画

の
施

策
に

つ
い

て
、

市
民

が
理

解
し

や
す

く
、

分
か

り
や

す
い

記
事

を
掲

載
で

き
る

よ
う

、
企

画
・
構

成
に

つ
い

て
も

努
め

て
い

き
た

い
。

3
-
1
-
2
-
5

生
涯

学
習

課
1

1
○

今
後

と
も

男
女

共
同

参
画

の
実

現
に

向
け

た
情

報
・
生

活
学

習
ガ

イ
ド

等
を

発
行

し
、

情
報

を
提

供
し

て
い

く
。

3
-
1
-
2
-
5

各
公

民
館

4
3

○
公

民
館

に
送

付
さ

れ
た

資
料

に
つ

い
て

は
、

各
公

民
館

に
掲

示
、

配
置

し
て

い
ま

す
。

3
-
1
-
2
-
5

政
策

課
2

2
○

男
女

共
同

参
画

に
関

す
る

情
報

を
、

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

や
お

る
ご

～
る

、
広

報
お

る
ご

～
る

欄
に

掲
載

し
、

地
域

に
お

け
る

男
女

共
同

参
画

推
進

を
進

め
た

い
。

ま
た

、
平

成
1
8
年

度
か

ら
は

、
生

涯
学

習
課

が
管

理
す

る
「
市

民
お

届
け

講
座

」
に

男
女

共
同

参
画

講
座

を
登

録
し

、
必

要
に

応
じ

て
、

市
民

へ
男

女
共

同
参

画
の

現
状

等
周

知
を

進
め

た
い

。

3
-
1
-
2
-
5

図
書

館
2

2
○

今
後

も
蔵

書
検

索
を

Ｈ
Ｐ

上
で

行
い

、
誰

に
で

も
利

用
し

や
す

い
配

慮
を

し
て

い
き

た
い

。

3
-
1
-
2
-
6

地
域

振
興

課
1

2
○

単
位

自
治

会
長

と
し

て
の

職
に

就
い

て
い

る
人

の
多

く
は

男
性

が
大

多
数

を
占

め
て

い
る

が
、

多
種

多
様

な
住

民
要

求
が

出
さ

れ
る

な
か

に
お

い
て

、
女

性
の

柔
軟

な
思

考
能

力
を

取
り

入
れ

る
た

め
、

女
性

自
治

会
長

の
共

同
参

画
を

推
進

し
た

い
。

女
性

の
地

位
向

上
等

生
活

ク
ラ

ブ
、

若
妻

会
の

活
動

支
援

や
家

族
経

営
協

定
に

取
り

組
む

と
い

う
こ

と
も

１
つ

の
施

策
で

あ
る

。
（
市

内
農

家
３

件
実

績
あ

り
）

3
-
1
-
2
-
6

学
校

教
育

課
2

2
○

県
の

施
策

に
よ

る
も

の
で

あ
っ

た
が

、
各

中
学

校
に

お
い

て
継

続
的

に
行

え
る

よ
う

配
慮

し
て

い
く

。

[生
涯

を
通

じ
て

の
講

座
等

に
よ

る
学

習
の

推
進

]

[男
性

の
生

活
自

立
促

進
の

啓
発

及
び

講
座

等
に

よ
る

学
習

機
会

の
提

供
]

[和
光

市
に

お
け

る
男

女
共

同
参

画
問

題
郷

土
史

等
の

学
習

・
啓

発
]

[講
座

・
催

し
等

に
よ

る
学

習
、

交
流

機
会

の
拡

大
]

[広
報

・
情

報
紙

等
に

よ
る

地
域

活
動

情
報

の
収

集
と

提
供

]

[地
域

社
会

に
お

け
る

男
性

中
心

の
慣

行
、

風
習

、
慣

習
の

見
直

し
]
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施
策

の
具

体
的

方
向

N
o
.

担
当

課
1
6
年

度
評

価
1
7
年

度
評

価
評

価
↑

評
価

↓
前

年
度

評
価

同
じ

施
策

の
課

題
と

解
決

策
お

よ
び

今
後

の
施

策
の

方
向

性

3
-
1
-
2
-
7

生
涯

学
習

課
1

1
○

今
後

と
も

男
女

共
同

参
画

の
実

現
に

向
け

た
事

業
の

支
援

を
し

て
行

く
。

3
-
1
-
2
-
7

地
域

振
興

課
1

2
○

1
年

後
と

の
輪

番
制

で
の

自
治

会
長

就
任

が
主

流
と

な
り

、
女

性
会

長
は

わ
ず

か
な

が
ら

増
え

て
い

る
。

自
治

会
数

の
増

加
が

女
性

会
長

の
増

加
に

も
つ

な
が

る
た

め
、

自
治

会
組

織
率

ア
ッ

プ
に

向
け

て
自

治
会

連
合

会
と

の
連

携
を

深
め

て
い

き
た

い
。

3
-
1
-
2
-
7

環
境

課
3

3
○

公
共

施
設

美
化

サ
ポ

ー
タ

ー
制

度
の

周
知

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
団

体
へ

の
支

援
の

拡
充

に
よ

り
制

度
の

充
実

を
図

る
と

と
も

に
、

男
女

共
同

参
画

の
推

進
に

つ
い

て
は

各
団

体
か

ら
の

要
望

を
把

握
し

、
支

援
内

容
の

見
直

し
等

を
検

討
し

て
行

き
た

い
。

3
-
1
-
2
-
7

く
ら

し
安

全
課

1
1

○
消

防
団

の
市

民
に

対
す

る
周

知
は

十
分

な
状

況
で

あ
る

が
、

引
き

続
き

火
災

発
生

件
数

が
減

少
す

る
よ

う
女

性
団

員
と

共
に

積
極

的
に

啓
発

活
動

を
行

っ
て

い
く

。

3
-
1
-
2
-
8

図
書

館
1

1
○

モ
ク

レ
ン

ハ
ウ

ス
等

の
活

動
が

ス
ム

ー
ズ

に
行

く
よ

う
に

引
き

続
き

支
援

し
て

い
き

た
い

。

3
-
1
-
2
-
8

生
涯

学
習

課
4

4
○

今
後

と
も

男
女

共
同

参
画

の
実

現
に

向
け

た
事

業
の

支
援

を
し

て
行

く
。

3
-
1
-
2
-
9

地
域

振
興

課
4

4
○

他
の

部
署

で
の

事
業

内
容

と
調

整
す

る
と

共
に

、
市

内
事

業
者

向
け

の
施

策
は

、
商

工
会

と
の

連
携

を
図

り
な

が
ら

推
進

し
て

い
き

た
い

。

3
-
1
-
2
-
9

政
策

課
2

3
○

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

活
動

へ
の

企
業

啓
発

に
つ

い
て

は
、

今
後

関
係

課
等

と
連

携
し

て
検

討
し

て
い

き
た

い
。

ま
た

、
男

性
の

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

活
動

へ
の

参
加

に
つ

い
て

は
、

平
成

1
9
年

度
以

降
男

性
講

座
を

開
催

す
る

な
ど

、
検

討
を

進
め

、
た

く
さ

ん
の

男
性

が
地

域
で

活
躍

さ
れ

る
よ

う
工

夫
を

し
て

い
き

た
い

。

3
-
1
-
2
-
9

生
涯

学
習

課
4

4
○

今
後

と
も

男
女

共
同

参
画

の
実

現
に

向
け

た
事

業
の

支
援

を
し

て
行

く
。

3
-
1
-
2
-
9

社
会

福
祉

課
1

1
○

民
生

委
員

児
童

委
員

は
地

域
ご

と
に

配
置

さ
れ

任
期

は
３

年
で

す
。

最
近

は
男

性
の

委
員

が
減

少
し

て
い

る
、

地
域

住
民

の
中

で
民

生
委

員
の

役
割

が
理

解
で

き
て

い
な

い
。

今
後

社
会

情
勢

や
市

民
ニ

ー
ズ

に
即

し
た

民
生

委
員

の
役

割
や

資
質

の
向

上
な

ど
に

取
り

組
ん

で
い

き
た

い
。

3
-
1
-
2
-
1
0

文
化

セ
ン

タ
ー

2
2

○
小

さ
い

子
ど

も
を

持
つ

親
な

ど
が

安
心

し
て

文
化

事
業

に
触

れ
ら

れ
る

よ
う

、
託

児
サ

ー
ビ

ス
の

充
実

を
図

り
た

い
。

ま
た

、
男

女
問

わ
ず

、
高

齢
者

や
障

害
者

、
経

済
的

弱
者

な
ど

誰
も

が
文

化
に

触
れ

ら
れ

る
機

会
の

提
供

を
図

っ
て

い
き

た
い

。

3
-
1
-
2
-
1
0

各
公

民
館

4
4

○
公

民
館

で
検

討
し

実
施

し
て

い
き

ま
す

。

3
-
1
-
2
-
1
0

図
書

館
3

3
○

今
後

は
、

男
女

ト
イ

レ
に

ベ
ビ

ー
キ

ー
プ

や
授

乳
室

を
設

置
す

る
こ

と
を

検
討

し
て

い
く

。

3
-
1
-
2
-
1
0

生
涯

学
習

課
1

1
○

今
後

と
も

施
設

の
計

画
的

な
整

備
を

実
施

し
て

い
く

。

[生
涯

を
通

じ
て

の
学

習
拠

点
の

整
備

検
討

]
3
-
1
-
2
-
1
1

生
涯

学
習

課
1

1
○

今
後

と
も

社
会

教
育

施
設

の
整

備
を

図
っ

て
い

く
。

3
-
1
-
2
-
1
2

政
策

課
2

2
○

男
女

共
同

参
画

関
連

団
体

が
利

用
で

き
る

場
の

確
保

と
し

て
、

平
成

１
６

年
度

は
、

総
合

福
祉

会
館

3
階

部
分

に
男

女
共

同
参

画
の

視
点

を
い

か
し

た
。

平
成

１
７

年
度

は
、

男
女

共
同

参
画

関
連

図
書

約
2
4
0
冊

を
3
階

図
書

コ
ー

ナ
ー

に
配

置
し

た
。

今
後

も
継

続
的

に
資

料
の

充
実

を
図

っ
て

い
き

た
い

。

3
-
1
-
2
-
1
2

生
涯

学
習

課
2

2
○

今
後

と
も

既
存

の
社

会
教

育
施

設
を

活
動

拠
点

と
し

て
活

用
し

て
い

く
。

3
-
2
-
1
-
1

学
校

教
育

課
1

1
○

今
後

も
国

際
理

解
教

育
を

各
小

中
学

校
に

お
い

て
充

実
さ

せ
て

い
く

こ
と

に
よ

り
、

国
際

的
な

視
野

を
醸

成
し

て
い

く
。

3
-
2
-
1
-
1

各
公

民
館

3
3

○
公

民
館

で
は

「
地

域
子

ど
も

教
室

」
と

し
て

実
行

委
員

会
を

組
織

し
て

実
施

。
実

行
委

員
に

は
、

公
民

館
利

用
団

体
・

地
域

団
体

等
で

組
織

し
、

運
営

に
当

た
っ

て
お

り
ま

す
。

現
在

、
教

室
の

対
象

は
、

小
学

生
と

な
っ

て
い

ま
す

が
、

将
来

は
中

学
生

ま
で

の
拡

充
を

考
え

て
い

ま
す

。

3
-
2
-
1
-
1

生
涯

学
習

課
2

2
○

今
後

と
も

社
会

教
育

施
設

等
で

事
業

を
計

画
し

、
実

施
し

て
い

く
。

[地
域

社
会

活
動

等
の

男
女

平
等

の
視

点
か

ら
の

見
直

し
]

[男
女

平
等

の
視

点
か

ら
の

地
域

活
動

へ
の

支
援

]

[コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

ー
活

動
へ

の
企

業
の

理
解

と
男

性
の

参
加

促
進

]

[社
会

教
育

施
設

、
社

会
教

育
関

連
施

設
等

の
整

備
・
充

実
]

[地
域

社
会

活
動

拠
点

設
置

の
検

討
]

[国
際

的
な

視
野

の
醸

成
の

た
め

の
小

・
中

学
校

で
の

学
習

機
会

の
提

供
（
国

際
交

流
・
派

遣
を

含
む

）
]
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施
策

の
具

体
的

方
向

N
o
.

担
当

課
1
6
年

度
評

価
1
7
年

度
評

価
評

価
↑

評
価

↓
前

年
度

評
価

同
じ

施
策

の
課

題
と

解
決

策
お

よ
び

今
後

の
施

策
の

方
向

性

3
-
2
-
1
-
2

生
涯

学
習

課
1

1
○

今
後

と
も

、
情

報
誌

生
涯

学
習

ガ
イ

ド
等

を
発

行
し

、
情

報
を

提
供

し
て

い
く

。

3
-
2
-
1
-
2

政
策

課
2

2
○

和
光

市
男

女
共

同
参

画
推

進
条

例
の

第
３

条
基

本
理

念
第

６
号

に
は

、
国

際
的

協
調

の
も

と
に

男
女

共
同

参
画

を
推

進
す

る
と

位
置

づ
け

ら
れ

て
い

る
。

日
本

、
埼

玉
県

、
和

光
市

の
現

状
を

把
握

す
る

と
同

時
に

国
外

に
も

視
野

を
広

げ
、

世
界

で
取

り
組

ま
れ

て
い

る
男

女
平

等
の

動
き

に
つ

い
て

も
情

報
収

集
し

て
い

き
た

い
。

3
-
2
-
1
-
2

各
公

民
館

4
4

○
公

民
館

３
館

で
協

議
し

実
施

し
て

い
く

方
向

で
検

討
し

て
行

き
た

い
と

思
い

ま
す

。

3
-
2
-
1
-
2

図
書

館
2

2
○

こ
れ

ま
で

と
同

様
に

資
料

収
集

を
徹

底
す

る
。

[市
民

の
国

際
交

流
の

推
進

]
3
-
2
-
1
-
3

政
策

課
2

2
○

現
在

は
、

国
際

化
推

進
で

日
本

人
と

外
国

人
と

い
う

区
別

以
外

は
考

慮
し

て
い

な
か

っ
た

。
今

後
は

特
に

「
内

な
る

国
際

化
」
を

ど
の

よ
う

に
進

め
る

か
を

検
討

し
て

い
く

予
定

で
あ

る
。

国
際

化
と

は
「
多

様
な

文
化

を
理

解
す

る
」

こ
と

で
あ

り
、

”
多

様
性

”
と

い
う

面
で

は
、

男
女

共
同

参
画

に
通

じ
る

も
の

も
あ

る
と

思
う

。
外

国
人

と
日

本
人

と
い

う
視

点
の

ほ
か

に
男

女
共

同
参

画
と

い
う

視
点

を
取

り
入

れ
て

事
業

等
に

反
映

し
て

い
き

た
い

。

3
-
2
-
2
-
1

地
域

振
興

課
3

4
○

今
後

も
窓

口
に

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

な
ど

を
配

置
し

、
広

報
な

ど
(外

国
人

に
限

ら
ず

)広
く

周
知

し
て

い
き

た
い

。

3
-
2
-
2
-
1

政
策

課
2

2
○

つ
い

、
”
外

国
人

”
と

一
括

り
に

し
て

し
ま

い
が

ち
で

あ
る

が
、

出
身

国
に

よ
っ

て
考

え
方

に
大

き
な

差
が

あ
る

。
欧

米
出

身
者

は
日

本
よ

り
も

男
女

共
同

参
画

の
意

識
は

強
い

が
、

ア
ジ

ア
出

身
者

は
男

尊
女

卑
の

考
え

を
も

っ
て

い
る

人
も

い
る

と
聞

く
。

同
じ

外
国

人
で

も
そ

の
よ

う
な

考
え

の
違

い
を

意
識

す
る

必
要

が
あ

る
。

ま
た

、
今

ま
で

外
国

人
と

日
本

人
と

い
う

別
は

意
識

し
て

き
た

が
、

男
女

の
別

は
意

識
し

た
こ

と
が

な
か

っ
た

。
今

後
も

外
国

人
を

支
援

し
て

い
く

体
制

に
変

わ
り

は
な

い
が

、
男

女
共

同
参

画
の

視
点

を
取

り
入

れ
て

進
め

て
い

く
必

要
が

あ
る

と
思

う
。

3
-
2
-
2
-
1

保
健

セ
ン

タ
ー

1
1

○
現

在
、

母
子

保
健

対
策

に
お

い
て

は
外

国
人

へ
の

支
援

を
実

施
し

て
い

る
が

、
成

・
老

人
、

精
神

保
健

対
策

等
に

お
い

て
は

、
ほ

と
ん

ど
実

施
し

て
い

な
い

。
今

後
、

ま
す

ま
す

国
際

化
が

進
む

こ
と

が
予

測
さ

れ
る

た
め

、
外

国
人

の
保

健
対

策
の

充
実

が
求

め
ら

れ
る

。

3
-
2
-
2
-
1

こ
ど

も
福

祉
課

2
2

○
和

光
市

次
世

代
育

成
支

援
行

動
計

画
に

基
づ

く
利

用
し

や
す

い
施

設
・
設

備
・
内

容
の

充
実

を
図

り
ま

す
。

[講
座

に
よ

る
学

習
機

会
の

提
供

]
3
-
3
-
1
-
1

生
涯

学
習

課
1

1
○

今
後

と
も

社
会

教
育

施
設

等
で

事
業

を
計

画
し

、
実

施
し

て
い

く
。

[メ
デ

ィ
ア

に
よ

る
情

報
の

提
供

]
3
-
3
-
2
-
1

市
政

情
報

課
1

1
○

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

で
は

、
今

後
も

男
女

共
同

参
画

に
関

連
し

た
情

報
、

啓
発

記
事

の
掲

載
を

行
っ

て
い

き
た

い
。

男
女

共
同

参
画

の
施

策
に

つ
い

て
、

市
民

が
理

解
し

や
す

く
、

分
か

り
や

す
い

内
容

で
紹

介
で

き
る

よ
う

、
企

画
・
構

成
に

つ
い

て
も

配
慮

し
て

い
き

た
い

。

[相
談

等
に

よ
る

外
国

人
へ

の
支

援
]

[国
内

外
の

情
報

の
収

集
と

提
供

]
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施
策

の
具

体
的

方
向

N
o
.

担
当

課
1
6
年

度
評

価
1
7
年

度
評

価
評

価
↑

評
価

↓
前

年
度

評
価

同
じ

評
価

４
を

選
択

し
た

理
由

[国
外

、
国

県
及

び
市

町
村

を
中

心
と

し
た

情
報

収
集

・
提

供
]

1
-
1
-
1
-
3

市
政

情
報

課
4

4
○

統
計

資
料

の
公

表
は

、
国

・
県

の
公

表
値

を
掲

載
す

る
二

次
資

料
で

あ
り

、
そ

の
公

表
結

果
に

は
男

女
共

同
参

画
の

視
点

が
入

っ
て

い
な

い
。

〔
講

座
等

に
よ

る
学

習
機

会
の

提
供

(意
識

の
啓

発
、

生
活

実
技

講
習

、
法

律
等

)と
拡

充
〕

1
-
2
-
3
-
1

各
公

民
館

4
4

○
意

識
の

啓
発

、
生

活
実

技
講

習
，

法
律

等
の

講
習

に
つ

い
て

は
、

今
ま

で
、

実
施

し
て

き
ま

せ
ん

で
し

た
。

[男
性

を
対

象
と

し
た

家
事

・
育

児
・
介

護
等

に
関

す
る

講
座

実
技

等
の

開
催

]
1
-
2
-
3
-
2

各
公

民
館

2
4

○
男

性
を

対
象

と
し

た
家

事
・
介

護
等

に
関

す
る

講
座

に
つ

い
て

は
、

生
涯

学
習

課
（
公

民
館

・
図

書
館

も
含

む
）
・
人

権
文

化
担

当
、

福
祉

関
係

で
連

携
を

と
り

対
応

し
て

い
く
必

要
が

あ
り

ま
す

。

1
-
2
-
3
-
1

生
涯

学
習

課
4

4
○

他
団

体
の

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

等
は

、
情

報
と

し
て

提
供

し
た

が
、

生
涯

学
習

課
と

し
て

の
資

料
の

発
行

は
で

き
な

か
っ

た
。

1
-
2
-
3
-
1

各
公

民
館

4
4

○
国

、
県

・
市

等
で

作
ら

れ
た

資
料

だ
け

で
な

く
、

地
域

団
体

で
作

っ
た

民
間

レ
ベ

ル
の

資
料

の
作

成
が

必
要

[子
ど

も
の

職
業

選
択

等
進

路
指

導
情

報
の

提
供

]
1
-
2
-
3
-
2

地
域

振
興

課
4

4
○

子
ど

も
（
学

生
等

）
の

進
路

指
導

に
つ

い
て

は
、

主
に

各
学

校
で

行
っ

て
い

る
状

況
の

中
で

、
活

用
し

得
る

情
報

を
保

有
し

て
い

な
い

の
で

提
供

は
し

て
い

な
い

。
ま

た
、

子
ど

も
の

進
路

の
ひ

と
つ

で
あ

る
職

業
選

択
に

つ
い

て
は

、
労

政
担

当
の

立
場

か
ら

は
「
若

年
者

の
就

職
支

援
」
と

い
う

位
置

づ
け

が
大

き
く

、
男

女
と

い
う

視
点

を
ク

ロ
ー

ズ
ア

ッ
プ

す
る

場
面

が
特

に
な

か
っ

た
。

[男
女

共
同

参
画

問
題

の
学

習
方

法
の

研
究

及
び

援
助

の
充

実
]

1
-
2
-
3
-
3

生
涯

学
習

課
4

4
○

講
座

の
開

催
と

異
な

り
、

学
習

方
法

の
研

究
等

は
今

後
の

課
題

で
あ

る
。

[社
会

教
育

関
係

職
員

や
指

導
者

の
育

成
及

び
推

進
体

制
の

整
備

]
1
-
2
-
3
-
4

各
公

民
館

4
4

○
指

導
者

の
育

成
に

つ
き

ま
し

て
は

、
公

民
館

利
用

団
体

・
地

域
団

体
と

連
携

す
る

必
要

が
あ

り
ま

す
。

[社
会

教
育

施
設

、
社

会
教

育
関

連
施

設
等

の
整

備
・
充

実
]

1
-
2
-
3
-
5

各
公

民
館

4
4

○
「
社

会
教

育
施

設
、

社
会

教
育

関
連

施
設

の
整

備
・
充

実
」
に

つ
き

ま
し

て
は

、
生

涯
学

習
課

内
で

調
整

し
男

女
共

に
使

い
や

す
い

施
設

の
充

実
を

検
討

し
て

い
く
必

要
が

あ
り

ま
す

。

[リ
プ

ロ
ダ

ク
テ

ィ
ブ

・
ヘ

ル
ス

/
ラ

イ
ツ

に
関

す
る

講
座

・
冊

子
等

に
よ

る
知

識
の

啓
発

]
1
-
4
-
1
-
1

生
涯

学
習

課
4

4
○

こ
の

こ
と

ば
に

対
し

て
も

、
周

知
度

が
低

く
充

分
に

理
解

さ
れ

て
い

な
い

。
職

員
研

修
が

さ
ら

に
必

要
で

あ
る

。

[講
座

等
に

よ
る

セ
ク

シ
ュ

ア
ル

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

に
対

す
る

意
識

啓
発

]
1
-
4
-
2
-
2

地
域

振
興

課
4

4
○

男
女

が
共

に
働

き
や

す
い

職
場

の
環

境
づ

く
り

の
た

め
に

は
、

セ
ク

シ
ュ

ア
ル

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

を
問

題
と

し
て

捉
え

る
意

識
を

育
て

る
こ

と
が

重
要

で
あ

る
と

認
識

し
て

い
る

が
、

平
成

１
7
年

度
の

事
業

の
中

で
は

、
こ

の
問

題
に

関
す

る
講

座
と

い
う

の
は

特
に

開
催

し
て

い
な

い
。

1
-
4
-
2
-
3

生
涯

学
習

課
4

4
○

講
座

等
の

開
催

と
異

な
り

、
研

修
・
相

談
等

は
今

後
の

課
題

で
あ

る
。

1
-
4
-
2
-
3

地
域

振
興

課
4

4
○

男
女

が
共

に
働

き
や

す
い

職
場

の
環

境
づ

く
り

の
た

め
に

は
、

セ
ク

シ
ュ

ア
ル

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

を
問

題
と

し
て

捉
え

る
意

識
を

育
て

る
こ

と
が

重
要

で
あ

る
と

認
識

し
て

い
る

。
意

識
の

啓
発

に
関

し
て

は
各

機
関

か
ら

送
付

さ
れ

た
チ

ラ
シ

・
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
の

配
布

を
し

て
い

る
が

、
研

修
・
相

談
等

は
労

政
担

当
と

し
て

は
特

に
行

っ
て

い
な

い
。

[講
座

・
ポ

ス
タ

ー
等

に
よ

る
エ

イ
ズ

・
性

感
染

症
対

策
・
薬

物
乱

用
防

止
策

の
啓

発
]

2
-
2
-
1
-
6

生
涯

学
習

課
4

4
○

他
団

体
の

ポ
ス

タ
ー

等
は

啓
発

に
活

用
し

て
い

る
が

講
座

等
の

開
催

は
で

き
な

か
っ

た
。

[パ
ン

フ
レ

ッ
ト

等
に

よ
る

薬
物

乱
用

防
止

策
の

強
化

]
2
-
2
-
2
-
5

生
涯

学
習

課
4

4
○

他
団

体
の

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

等
に

よ
る

啓
発

し
か

で
き

な
か

っ
た

。

[女
性

の
就

業
分

野
の

拡
大

・
管

理
職

登
用

等
の

促
進

の
啓

発
]

2
-
3
-
1
-
2

地
域

振
興

課
4

4
○

平
成

１
６

年
度

当
初

に
お

い
て

、
埼

玉
県

を
中

心
に

朝
霞

地
区

四
市

の
労

政
担

当
・
障

害
担

当
・
児

童
福

祉
担

当
者

に
よ

る
会

議
を

発
足

し
、

就
職

困
難

者
（
障

害
者

・
女

性
等

）
の

就
労

サ
ポ

ー
ト

体
制

を
整

え
て

い
く
計

画
で

あ
っ

た
が

、
関

係
各

所
と

の
調

整
が

難
航

し
、

年
度

後
半

を
目

標
と

し
て

い
た

モ
デ

ル
事

業
等

の
実

施
に

は
至

ら
な

か
っ

た
。

【
評

価
４

を
選

択
し

た
理

由
一

覧
】

[研
修

・
相

談
等

に
よ

る
セ

ク
シ

ュ
ア

ル
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
の

正
し

い
理

解
と

防
止

策
の

推
進

]

[男
女

共
同

参
画

解
決

に
む

け
て

の
資

料
の

発
行

及
び

情
報

提
供

]

2
6
3
施

策
の

う
ち

、
評

価
4
で

あ
っ

た
も

の
は

、
3
7
施

策
で

あ
っ

た
。

ま
た

、
評

価
４

を
選

択
し

た
理

由
は

下
記

の
と

お
り

で
あ

る
。
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施
策

の
具

体
的

方
向

N
o
.

担
当

課
1
6
年

度
評

価
1
7
年

度
評

価
評

価
↑

評
価

↓
前

年
度

評
価

同
じ

評
価

４
を

選
択

し
た

理
由

[就
業

に
お

け
る

性
別

役
割

分
業

意
識

解
消

の
啓

発
]

2
-
3
-
1
-
3

地
域

振
興

課
4

4
○

平
成

１
６

年
度

当
初

に
お

い
て

、
埼

玉
県

を
中

心
に

朝
霞

地
区

四
市

の
労

政
担

当
・
障

害
担

当
・
児

童
福

祉
担

当
者

に
よ

る
会

議
を

発
足

し
、

就
職

困
難

者
（
障

害
者

・
女

性
等

）
の

就
労

サ
ポ

ー
ト

体
制

を
整

え
て

い
く
計

画
で

あ
っ

た
が

、
関

係
各

所
と

の
調

整
が

難
航

し
、

年
度

後
半

を
目

標
と

し
て

い
た

モ
デ

ル
事

業
等

の
実

施
に

は
至

ら
な

か
っ

た
。

[男
女

同
一

労
働

賃
金

の
徹

底
の

啓
発

]
2
-
3
-
1
-
5

地
域

振
興

課
4

4
○

平
成

１
7
年

度
に

お
い

て
は

、
男

女
同

一
賃

金
の

徹
底

に
的

を
絞

っ
た

具
体

的
な

取
り

組
み

を
し

て
い

な
い

。

[就
業

に
お

け
る

妊
娠

・
出

産
・
育

児
で

の
不

利
益

の
解

消
及

び
啓

発
]

2
-
3
-
1
-
6

地
域

振
興

課
4

4
○

妊
娠

～
出

産
～

子
育

て
と

い
っ

た
ラ

イ
フ

ス
テ

ー
ジ

に
お

い
て

生
じ

や
す

い
就

業
上

の
悩

み
は

、
雇

用
す

る
側

の
理

解
と

男
女

の
パ

ー
ト

ナ
ー

シ
ッ

プ
が

定
着

す
る

こ
と

で
解

消
を

目
指

す
こ

と
が

で
き

る
。

ま
た

、
子

育
て

に
関

し
て

は
行

政
が

サ
ポ

ー
ト

で
き

る
部

分
も

大
き

い
と

認
識

し
て

い
る

。
た

だ
し

労
政

担
当

と
し

て
は

、
平

成
１

7
年

度
に

お
い

て
こ

の
点

に
的

を
絞

っ
た

具
体

的
な

取
り

組
み

を
し

て
い

な
い

。

[就
労

の
場

に
お

け
る

性
別

役
割

分
業

意
識

解
消

の
啓

発
]

2
-
3
-
1
-
9

地
域

振
興

課
4

4
○

平
成

１
7
年

度
に

お
い

て
、

性
別

役
割

分
業

意
識

解
消

の
た

め
の

具
体

的
な

取
り

組
み

は
行

っ
て

い
な

い
。

[講
座

等
に

よ
る

セ
ク

シ
ュ

ア
ル

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

に
対

す
る

意
識

啓
発

]
2
-
3
-
1
-
1
0

地
域

振
興

課
4

4
○

男
女

が
共

に
働

き
や

す
い

職
場

の
環

境
づ

く
り

の
た

め
に

は
、

セ
ク

シ
ュ

ア
ル

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

を
問

題
と

し
て

捉
え

る
意

識
を

育
て

る
こ

と
が

重
要

で
あ

る
と

認
識

し
て

い
る

が
、

平
成

１
7
年

度
の

事
業

の
中

で
は

、
こ

の
問

題
に

関
す

る
講

座
と

い
う

の
は

特
に

開
催

し
て

い
な

い
。

2
-
3
-
1
-
1
1

地
域

振
興

課
4

4
○

男
女

が
共

に
働

き
や

す
い

職
場

の
環

境
づ

く
り

の
た

め
に

は
、

セ
ク

シ
ュ

ア
ル

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

を
問

題
と

し
て

捉
え

る
意

識
を

育
て

る
こ

と
が

重
要

で
あ

る
と

認
識

し
て

い
る

が
、

意
識

の
啓

発
に

関
し

て
は

各
機

関
か

ら
送

付
さ

れ
た

チ
ラ

シ
・
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
の

配
布

に
と

ど
ま

っ
て

お
り

、
市

独
自

の
取

り
組

み
ま

で
に

は
至

っ
て

い
な

い
。

2
-
3
-
1
-
1
1

生
涯

学
習

課
4

4
○

事
業

主
等

の
意

識
向

上
の

研
修

等
は

今
後

の
課

題
で

あ
る

。

〔
育

児
休

業
制

度
等

の
普

及
と

再
雇

用
制

度
の

導
入

促
進

〕
2
-
3
-
1
-
1
3

地
域

振
興

課
4

4
○

平
成

１
7
年

度
に

お
い

て
、

労
政

担
当

で
は

育
児

休
業

制
度

及
び

再
雇

用
制

度
の

普
及

に
関

す
る

具
体

的
な

取
り

組
み

は
し

て
い

な
い

。

[農
業

、
自

営
業

者
へ

の
母

性
機

能
保

護
の

講
座

等
に

よ
る

理
解

と
協

力
要

請
]

2
-
3
-
1
-
1
8

地
域

振
興

課
×

4
農

家
女

性
対

象
の

講
習

会
、

交
流

会
の

開
催

機
会

が
な

く
、

生
活

改
善

ク
ラ

ブ
の

活
動

に
つ

い
て

も
母

性
機

能
保

護
の

講
座

等
も

行
わ

れ
て

い
な

い

[職
業

意
識

向
上

の
た

め
の

教
育

の
充

実
]

2
-
3
-
2
-
1

地
域

振
興

課
4

4
○

平
成

１
7
年

度
に

お
い

て
は

労
政

担
当

で
は

職
業

意
識

の
向

上
を

目
的

と
し

た
セ

ミ
ナ

ー
・
講

座
等

は
開

催
し

て
い

な
い

。

〔
講

座
等

に
よ

る
女

性
の

人
材

育
成

及
び

活
躍

の
た

め
の

情
報

と
学

習
機

会
の

提
供

〕
3
-
1
-
1
-
2

地
域

振
興

課
4

4
○

女
性

に
的

を
絞

っ
た

人
材

育
成

の
た

め
の

講
座

等
は

開
催

し
て

い
ま

せ
ん

。

3
-
1
-
2
-
1

図
書

館
4

4
○

新
た

に
講

座
を

取
り

入
れ

る
こ

と
が

で
き

な
か

っ
た

。

3
-
1
-
2
-
1

各
公

民
館

4
4

○
公

民
館

だ
け

で
な

く
関

連
機

関
の

調
整

が
必

要
で

す
。

[男
性

の
生

活
自

立
促

進
の

啓
発

及
び

講
座

等
に

よ
る

学
習

機
会

の
提

供
]

3
-
1
-
2
-
2

各
公

民
館

4
4

○
現

在
公

民
館

で
は

、
実

施
し

て
お

り
ま

せ
ん

。
今

後
、

実
施

し
て

い
く
に

は
、

関
係

機
関

の
調

整
が

必
要

で
あ

り
ま

す
。

[生
涯

を
通

じ
て

の
講

座
等

に
よ

る
学

習
の

推
進

]

[研
修

・
相

談
等

に
よ

る
セ

ク
シ

ュ
ア

ル
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
の

正
し

い
理

解
と

防
止

策
の

促
進

]
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施
策

の
具

体
的

方
向

N
o
.

担
当

課
1
6
年

度
評

価
1
7
年

度
評

価
評

価
↑

評
価

↓
前

年
度

評
価

同
じ

評
価

４
を

選
択

し
た

理
由

[和
光

市
に

お
け

る
男

女
共

同
参

画
問

題
郷

土
史

等
の

学
習

・
啓

発
]

3
-
1
-
2
-
3

各
公

民
館

4
4

○
公

民
館

で
は

、
実

施
し

て
い

ま
せ

ん
。

今
後

、
実

施
し

て
い

く
に

は
、

関
係

機
関

の
連

携
が

必
要

で
あ

り
ま

す
。

[男
女

平
等

の
視

点
か

ら
の

地
域

活
動

へ
の

支
援

]
3
-
1
-
2
-
8

生
涯

学
習

課
4

4
○

地
域

社
会

活
動

へ
の

働
き

か
け

は
今

後
の

課
題

で
あ

る

3
-
1
-
2
-
9

地
域

振
興

課
4

4
○

男
性

が
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
活

動
に

参
加

す
る

こ
と

へ
の

理
解

を
、

企
業

に
求

め
る

ア
プ

ロ
ー

チ
等

は
特

に
し

な
か

っ
た

。

3
-
1
-
2
-
9

生
涯

学
習

課
4

4
○

古
民

家
サ

ポ
ー

タ
ー

と
し

て
の

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
養

成
講

座
を

開
催

し
た

が
、

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

ー
活

動
へ

の
発

展
は

今
後

の
課

題
で

あ
る

。

[社
会

教
育

施
設

、
社

会
教

育
関

連
施

設
等

の
整

備
・
充

実
]

3
-
1
-
2
-
1
0

各
公

民
館

4
4

○
生

涯
学

習
課

内
で

協
議

し
て

い
く
必

要
が

あ
り

ま
す

。

[国
内

外
の

情
報

の
収

集
と

提
供

]
3
-
2
-
1
-
2

各
公

民
館

4
4

○
生

涯
学

習
課

内
で

検
討

し
て

い
く
必

要
が

あ
り

ま
す

。

[相
談

等
に

よ
る

外
国

人
へ

の
支

援
]

3
-
2
-
2
-
1

地
域

振
興

課
3

4
○

外
国

人
相

談
者

が
な

か
っ

た
た

め
、

対
応

し
て

い
な

か
っ

た
。

[コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

ー
活

動
へ

の
企

業
の

理
解

と
男

性
の

参
加

促
進

]
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